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冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
た

大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
か
ら
︑
左

後
輪
が
脱
落
す
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

令
和
４
年
２
月
の
第
１
１
８

回
交
通
対
策
委
員
会
で
脱
落

事
故
再
発
防
止
に
関
す
る
緊

急
決
議
を
行
っ
た
ほ
か
︑
車

輪
脱
落
事
故
防
止
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
て

全
会
員
に
配
布
す
る
な
ど
周

知
・
広
報
に
努
め
て
い
る
︒

ま
た
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
交
換
シ

ー
ズ
ン
前
の
４
年
７
月
か
ら
︑

全
国
の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
い
て
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
と
共
催
で
﹁
車
輪
脱
落

事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
実

施
す
る
な
ど
︑
事
故
防
止
対

策
を
強
化
し
て

い
る
︒

　

国
土
交
通
省

で
は
︑
令
和
４

年
10
月
１
日
~

５
年
２
月
28
日

ま
で
の
間
︑﹁
大

型
車
の
車
輪
脱

落
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を

実
施
し
︑
大
型

自
動
車
メ
ー
カ
ー
４
社
と
連

携
し
︑
大
型
車
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
て
タ
イ
ヤ
脱
着
時
の
ホ

イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
保
守
管

理
に
つ
い
て
緊
急
点
検
を
行

っ
て
い
る
︒

　

３
年
度
の
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
発
生
件
数
は
１
２

３
件
と
︑前
年
度（
１
３
１
件
）

か
ら
８
件
減
少
し
た
も
の
の
︑

車
輪
脱
落
事
故
に
よ
る
人
身

事
故
が
５
件
発
生
︒
ま
た
︑

月
別
発
生
件
数
で
は
︑
79
件

（
64
％
）
が
３
年
11
月
~
４

年
２
月
の
冬
期
に
集
中
し
て

い
る
︒

　
﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
対
策
に
係
る
調
査
・

分
析
検
討
会
﹂
で
︑
車
輪
脱

落
事
故
車
両
の
調
査
等
を
行

っ
た
と
こ
ろ
︑
事
故
を
起
こ

し
た
車
両
で
は
︑
劣
化
し
た

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
が
使
用

さ
れ
た
り
︑
タ
イ
ヤ
脱
着
時

に
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
清

掃
や
潤
滑
剤
の
塗
布
等
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

状
況
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
︒
同
調
査
に
よ
る
と
︑
劣

化
し
た
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

等
を
使
用
す
る
と
︑
ホ
イ
ー

ル
・
ナ
ッ
ト
が
本
来
の
位
置

ま
で
締
ま
ら
ず
︑
十
分
な
締

結
力
が
得
ら
れ
な
い
た
め
︑

走
行
中
に
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
が
緩
み
︑
車
輪
が
脱
落
す

る
恐
れ
が
あ
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
︑
車
齢
４
年
以
上

の
大
型
車
の
個
々
の
ユ
ー
ザ

ー
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

郵
送
し
︑
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
の
適
切
な
保
守
管
理
に
つ

い
て
緊
急
点
検
を
行
っ
て
い

る
︒
な
お
︑
緊
急
点
検
の
結

果
︑
劣
化
し
た
ホ
イ
ー
ル
・

ナ
ッ
ト
の
交
換
が
必
要
な
場

合
は
︑
大
型
自
動
車
メ
ー
カ

ー
４
社
か
ら
左
側
後
輪
分
の

新
品
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト

が
無
償
提
供
さ
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
に
向
け
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
各
種
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
︑
国
土
交
通
省
が
令
和

３
年
３
月
に
決
定
し
た
﹁
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
に
基
づ
く

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
５
﹂
に
お
い
て
︑﹁
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
﹂

を
目
標
に
掲
げ
︑
様
々
な
交
通
事
故
防
止

お
よ
び
飲
酒
運
転
根
絶
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
︒
し
か
し
︑
国
土
交
通
省
の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
情
報
等
に
よ
る
と
︑
４
年

中
に
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関
与
し
た
飲
酒

事
故
事
例
は
︑
全
国
で
15
件
と
横
ば
い
傾

向
に
あ
り
︑
未
だ
根
絶
に
は
至
ら
ず
︑
５

年
に
入
っ
て
も
す
で
に
３
件
発
生
す
る
な

ど
︑
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
︑
飲
酒
運
転

と
い
う
反
社
会
的
行
為
の
根
絶
を
図
る
た

め
︑
３
年
９
月
６
日
の
第
１
１
７
回
交
通

対
策
委
員
会
（
委
員
長
:
工
藤
修
二
副

会
長
）
で
は
︑
業
界
全
体
と
し
て
取
り
組

み
強
化
を
決
議
︒
ま
た
︑
最
近
の
憂
慮
す

べ
き
状
況
を
鑑
み
︑
２
月
10
日
開
催
の
第

１
２
０
回
交
通
対
策
委
員
会
に
お
い
て
︑

業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
け
る
取
り

組
み
の
共
有
化
を
図
っ
た
︒
全
ト
協
で
は
︑

﹃
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
の

活
用
や
飲
酒
運
転
防
止
等
事
故
防
止
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
︑
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
︒

　

国
土
交
通
省
が
配
信
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
事
業
用

自
動
車
安
全
通
信
﹂
に
よ
る

と
︑
令
和
４
年
中
（
速
報
）

に
お
け
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

が
関
与
し
た
飲
酒
運
転
の
事

故
件
数
は
15
件
で
︑
４
人
が

負
傷
し
た
︒

　

過
去
３
年
間
で
み
る
と
︑

令
和
２
年
は
25
件
（
前
年
比

６
件
減
）︑
３
年
は
20
件
（
同

５
件
減
）
と
︑
横
ば
い
で
推

移
し
て
お
り
︑
４
年
は
前
年

比
５
件
減
と
い
う
結
果
だ
っ

た
︒

　

ま
た
︑
こ
の
度
国
交
省
か

ら
情
報
提
供
さ
れ
た
飲
酒
運

転
事
案
発
覚
時
刻
に
つ
い
て

み
る
と
︑
午
前
０
時
~
６
時

ま
で
が
３
件
︑
同
６
時
~
正

午
ま
で
が
２
件
︑
正
午
~
午

後
６
時
ま
で
が
７
件
︑
同
６

時
~
午
前
０
時
ま
で
が
３
件

と
な
っ
て
お
り
︑
午
前
６
時

~
午
後
６
時
ま
で
の
12
時
間

で
９
件
と
︑
全
体
の
６
割
を

占
め
て
い
た
︒
さ
ら
に
︑
飲

酒
実
態
に
つ
い
て
は
︑
点
呼

後
の
運
行
中
に
飲
酒
し
た
事

例
が
９
件
︑
点
呼
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
事
例
が
４
件
︑

点
呼
が
実
施
さ
れ
た
も
の
の

酒
気
帯
び
が
見
逃
さ
れ
た
事

例
が
１
件
︑
調
査
中
が
１
件

と
い
う
結
果
だ
っ
た︵
別
掲
︶︒

　

さ
ら
に
︑
車
種
別
で
は
︑

13
件
が
大
型
車
で
︑
こ
の
う

ち
の
７
割
は
︑
車
籍
地
と
は

異
な
る
都
道
府
県
で
の
発
生

事
案
だ
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
令
和
５
年

１
月
の
事
故
件
数
が
前
年
よ

り
増
加
し
た
こ
と
と
︑
発
覚

時
刻
や
飲
酒
実
態
を
重
く
見

て
︑
同
省
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
記
載
さ
れ
た
事
故
事
例
に

つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
︑
今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
同
封
︑
会

員
事
業
者
に
お
け
る
管
理
者

等
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導

・
教
育
の
強
化
や
運
行
管
理

と
意
識
向
上
対
策
な
ど
︑
飲

酒
運
転
防
止
へ
の
取
り
組
み

強
化
を
求
め
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
２
月
10
日
開
催
の

第
１
２
０
回
交
通
対
策
委
員

会
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
と
っ
て
安
全
運
行
の
確

保
は
最
重
要
の
使
命
で
あ
る

一
方
で
︑
依
然
と
し
て
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運

転
事
故
や
大
型
車
の
車
輪
脱

落
事
故
が
根
絶
に
至
ら
な
い

こ
と
は
問
題
で
あ
り
︑
社
会

的
信
用
を
損
な
い
か
ね
な
い
︒

こ
の
喫
緊
の
課
題
解
決
に
向

け
︑
当
委
員
会
と
し
て
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
た
い
﹂

と
し
︑
飲
酒
運
転
根
絶
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
︑
令

和
３
年
９
月
の
決
議
内
容
の

再
徹
底
を
行
う
こ
と
と
し
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

お
け
る
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の

取
り
組
み
の
共
有
化
を
図

り
︑
好
事
例
な
ど
の
水
平
展

開
を
図
る
︒
ま
た
︑
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策

つ
い
て
は
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ

を
使
用
し
た
冬
用
タ
イ
ヤ
交

換
後
の
増
し
締
め
の
徹
底
な

ど
を
呼
び
か
け
た
︒

飲酒運転事案発覚時刻

飲酒実態

　

１
月
24
日
か
ら
26
日
頃
に

か
け
て
︑
日
本
海
側
を
中
心

に
太
平
洋
側
で
も
大
雪
と
な

っ
た
ほ
か
︑
２
月
10
日
に
も

都
心
を
含
む
平
地
で
も
広
く

積
雪
と
な
る
な
ど
︑
今
年
も

大
雪
に
よ
り
広
範
囲
で
交
通

障
害
が
発
生
し
た
︒

　

特
に
︑
24
日
か
ら
26
日
に

か
け
て
は
︑
高
速
道
路
も
い

た
る
と
こ
ろ
で
通
行
止
め
と

な
り
︑24
日
は
一
時
︑
九
州
︑

中
国
地
方
の
高
速
道
路
も
通

行
止
め
に
な
る
ほ
ど
の
激
し

い
雪
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑

最
も
深
刻
だ
っ
た
の
は
︑
24

日
の
名
神
高
速
道
路
天
王
山

ト
ン
ネ
ル
付
近
か
ら
湖
東
三

山
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
付
近

ま
で
で
︑
最
長
約
70
㌔
㍍
の

渋
滞
と
な
っ
た
︵
３
面
に
関

連
︶︒

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
︑
国
民

生
活
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
全
ト

協
で
は
令
和
４
年
12
月
に
会

員
事
業
者
に
対
し
て
︑
①
大

雪
に
備
え
︑
最
新
の
気
象
情

報
や
交
通
情
報
等
に
留
意
す

る
と
と
も
に
︑
冬
用
タ
イ
ヤ

の
装
着
︑
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

お
よ
び
早
め
の
装
着
の
徹
底

を
図
る
ほ
か
︑
日
常
点
検
時

に
冬
用
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
劣
化

の
状
況
を
確
認
す
る
等
︑
輸

送
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期

す
こ
と
︑
②
必
要
に
よ
り
広

域
迂
回
の
実
施
や
︑
通
行
ル

ー
ト
の
見
直
し
等
を
行
う
こ

と
︑
③
路
線
の
運
休
や
配
送

の
遅
延
等
が
生
じ
た
場
合
に

は
︑
利
用
者
等
に
対
す
る
情

報
提
供
に
努
め
る
こ
と
︱
︱

な
ど
︑
輸
送
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
徹
底
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
︒

大
雪
対
策
の
徹
底
を
求
め
る

大
雪
対
策
の
徹
底
を
求
め
る

安
全
運
行
の
確
保
へ
万
全
の
備
え
を

安
全
運
行
の
確
保
へ
万
全
の
備
え
を

全
ト
協

大雪の影響で多くの車両が立ち往生する新名神高速道路。1月25
日午後１時22分、滋賀県甲賀市（写真提供：共同通信社）

点
呼
時
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
て
し
っ
か
り
と
確
認
︵
イ

メ
ー
ジ
︶

全
ト
協
で
は
、
ト

ル
ク
レ
ン
チ
を
使

用
し
て
適
正
ト
ル

ク
で
増
し
締
め
を

行
う
こ
と
な
ど
を

呼
び
か
け
て
い
る

大
型
車
脱
輪
事
故
防
止
へ

大
型
車
脱
輪
事
故
防
止
へ

全
ト
協  

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
交
換
後
の
増
し
締
め
な
ど
徹
底
呼
び
か
け

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
交
換
後
の
増
し
締
め
な
ど
徹
底
呼
び
か
け

国
交
省  

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
保
守
管
理
「
緊
急
点
検
」
実
施
中

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
保
守
管
理
「
緊
急
点
検
」
実
施
中

飲酒運転の根絶 !!飲酒運転の根絶 !!
今こそ自覚と誇りを胸に!!

大雪対策、脱輪事故防止の徹底へ

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

2月15日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
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毎月1日・15日発行
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ニ
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会
ニ
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）

ニ
ュ
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ス
・
タ
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ミ
ナ
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ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
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ス
・
タ
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ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

～視覚・ブレーキ編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�速度が上がると視力が低下し、特に遠くのものが見えにくくなる。
（ ○・× ）

❷	�疲労度が高まるにつれて、見落としや見間違いが多くなる。　　　
（ ○・× ）

❸	�明るさが急に変わると、一時的に視力が低下するので、夜間は対向
車のライトを直視しない。（ ○・× ）

❹	�長い下り坂は加速がつきやすいので、フットブレーキを多用してス
ピードをコントロールするのがよい。（ ○・× ）

❺	�安全にカーブを回るためには、カーブに入ってからブレーキをかけ
て速度を落とす。　　（ ○・× ）

（解答は7面）

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』1月1日・15日合併号掲載
の「まちがいさがし」の正解は、下記の30か
所でした。正解者の中から抽選で20名様に記
念品をプレゼントします。なお、当選者の発
表は賞品の発送をもって代えさせていただき
ます。多数のご応募ありがとうございました。

安全運転は健康から 健康管理を万全に
〔第121回〕

　１月には大雪の影響により、高速道路での立ち往生が発生
して大きな影響が出ました。徐々に春に向かっていますが、ま
だまだ冬道に対する油断は禁物です。また、新型コロナウイル
ス感染症については、感染症法上の分類を現在の「２類」か
ら、季節性インフルエンザと同等の「５類」に引き下げられる
ことが決まりました。まだ寒さの厳しいこの時期は、新型コロ
ナウイルス感染症のほかにも、インフルエンザ、風邪など、健
康上のリスクがたくさんあります。安全運転を行うためには
体調管理をしっかり行うことが大切です。

●凍結路の安全運転

Ａさん「先月大雪の予報が出た時に、もしかして立ち往生があ
るのかなと思ったら、案の定、高速道路で立ち往生が
発生して大きなニュースになっていたね」

Ｂさん「そうだね。僕たちドライバーはルートを簡単には変え
られないから、大雪などで通行止めなどが発生しそ
うな場合は、事前に代替ルートを指示してくれると
か、当日も連絡を密にして、大雪のルートを避けるな
どできる体制を作っておくことが大切だと改めて思っ
たよ」

Ａさん「これから暖かくなっていくけど、まだまだ冬道も油断
禁物。Ｂさんは注意していることはあるの？」

Ｂさん「僕は道路の凍結かな。積雪路は見たら気をつけようと
思うだろ。でも雪が溶けて一見普通の道路に見える場
合でも、凍っていることがあるからね。だから、この
時期は道路が凍結していることを想定して運転して
いるよ」

Ａさん「なるほど。あと早朝や夜間の時間帯や橋の上、日陰、
トンネルの出入口は特に注意してほしいね」

●健康管理を万全に

Ｂさん「そういえば、新型コロナウイルス感染症が、今の２類
から５類に引き下げられるんだってね」

Ａさん「そうだね。まだ先の話だけれど、季節性のインフルエ
ンザと同等の扱いになるんだ」

Ｂさん「なるほど。少し、ホッとするところもあるけれど、まだ
気をつけなきゃいけないね。ちなみに僕はコロナ禍で
健康管理には気をつけていたから、前よりも体調もよ
くて運転により集中できるようになってきた」

Ａさん「さすがだね。体調が万全な状態でハンドルを握るの
は安全運転の基本中の基本だからね。健康について
の意識がドライバー全員に浸透すればいいんだけど
ね」

Ｂさん「そうだね。Ａさんはどんなことに気をつけている
の？」

Ａさん「僕は手洗い、咳エチケット等の基本的な感染症対策
を徹底することに加えて、体重や血圧のチェックも欠
かさないようにしているよ。それと、この仕事をして
いると、そうは言ってられない時もあるけれども、な
るべく生活リズムを崩さないことを心がけているよ。
今のコロナ禍もまだ大変でこれからも油断できない
けれども、今回の２類から５類への変更の決定で、僕
たちドライバーが健康管理の大切さをもう一度考え
るきっかけになってくれるといいな」

●風邪や花粉症でのくしゃみにも注意

Ｂさん「そうだね。健康については、これから季節の変わり目

で風邪をひきやすくなったり、花粉症なんかもリスク
になるね。くしゃみなんかは、ついやってしまいがち
だけれども、視線が逸れるし、ハンドル操作もミスす
る危険があるから、甘くみてはいけないね」

Ａさん「そうだよ。過去にはくしゃみをした時に、対向車線に
はみ出して対向車と正面衝突した事故も発生してい
るから気をつけないとね。それと安易な薬の服用は、
避けてほしいね。花粉症や風邪薬の中には、眠気を
もよおす成分が含まれているものがあるからね」

Ｂさん「僕は医者にかかる時、トラックドライバーであること
を伝えて、眠くならない薬を処方してもらっている
よ。あと市販薬を買う時も、眠くならないか確認して
から買うようにしている」

Ａさん「運転だけに限らず、普段の生活からしっかり確認する
習慣をつけることが、安全意識に繋がるね」

Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
排
出
削
減
を

図
る
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

取
り
組
み
が
︑
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

る
と
し
て
高
く
評
価
を
受
け

た
も
の
︒

建
交
労
か
ら
の
要
請
に
対
応

業
界
を
取
り
巻
く
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
30
日
︑
全
日
本
建
設
交

運
一
般
労
働
組
合（
建
交
労
）

中
央
運
輸
労
使
協
議
会
か
ら

の
要
請
に
対
応
し
た
︒

　

冒
頭
︑
建
交
労
労
使
協
議

会
か
ら
︑
桝
野
龍
二
全
ト
協

理
事
長
に
対
し
て
要
請
書
が

手
渡
さ
れ
た
後
︑
経
営
側
代

表
の
成
瀬
大
輔
㈱
教
宣
文
化

社
代
表
取
締
役
︑
組
合
側
代

表
の
角
田
季
代
子
建
交
労
中

央
執
行
委
員
長
︑
桝
野
理
事

長
の
順
に
あ
い
さ
つ
︒
鈴
木

正
明
建
交
労
書
記
次
長
が
要

請
書
の
趣
旨
説
明
を
行
っ

た
︒
そ
の
後
︑
要
請
内
容
に

関
し
て
全
ト
協
側
か
ら
回
答

し
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
や

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
・
運
営
︑
高
速
道
路
利
用

料
金
等
に
関
し
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
︒

令
和
４
年
度
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素

材
を
制
作

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
社
会
的

役
割
を
強
く
Ｐ
Ｒ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
令
和
４
年
度

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
︵
写
真
︶

を
制
作
し
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
︒

　

同
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
わ
が

国
の
国
民
生
活
と
産
業
活
動

を
物
流
面
で

支
え
て
い
る

重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
こ
と
を
訴
求
︒
30
秒
版

︵
二
次
元
コ
ー
ド
︶
と
15
秒

版
の
２
種
類
を
制
作
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
全
ト
協
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
広

告
︑
街
頭
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
等

で
同
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
を
放

映
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

鉄
鋼
輸
送
に
係
る
「
ト
レ
ー
ラ
の

安
全
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

２
月
21
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
鉄

鋼
部
会（
三
村
文
雄
部
会
長
）

で
は
２
月
21
日
︑
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
鉄
鋼
専
門
部
会

と
の
共
催
で
︑
鉄
鋼
輸
送
に

係
る
﹁
ト
レ
ー
ラ
の
安
全
対

策
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
Ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
）
で
開
催
す
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
厚
生

労
働
省
労
働
基
準
局
監
督
課

に
よ
る
﹁
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準（
改
善
基
準
告
示
）﹂

の
解
説
や
︑
第
53
回
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
ト
レ
ー
ラ
部
門

優
勝
者
に
よ
る
講
話
の
ほ

か
︑
会
員
事
業
者
３
社
に
よ

る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
２
月
21
日

㈫
13
時
30
分
~
16
時
35
分
︒

参
加
申
し
込
み
は
︑
東
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
か
ら

行
う
こ
と
が

で
き
る
︒

「
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
第
４
版
）」
を
策
定

５
類
感
染
症
へ
の

移
行
等
を
踏
ま
え

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
第
４
版
）﹂
を
策
定

し
た
︒

　

今
年
１
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
政
府
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
﹂

に
お
い
て
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

上
の
分
類
に
つ
い
て
︑
特
段

の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
︑

５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染
症

に
位
置
付
け
る
旨
の
対
応
方

針
が
決
定
さ
れ
た
︒
ま
た
︑

内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
感
染
症
対
策
推
進
室

か
ら
国
土
交
通
省
を
通
じ

て
︑
全
ト
協
に
対
し
て
業
種

別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

を
行
う
よ
う
︑
要
請
が
あ
っ

た
︒

　

全
ト
協
で
は
同
要
請
等
を

踏
ま
え
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
第
４
版
）
を
策
定
︒
会
員

事
業
者
に
対
し
て
︑
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
賞
」
を
受
賞

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
浅
井
隆
会
長
）
は
２
月
10

日
︑（
一
社
）
日
本
自
動
車

会
議
所
・
日
本
自
動
車
新
聞

社
が
主
催
す
る
第
２
回
（
２

０
２
２
年
度
）﹁
ク
ル
マ
・
社

会
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大

賞
﹂（
Ｃ
Ｓ
Ｐ
大
賞
）
表
彰

式
で
︑
部
門
賞
の
１
つ
﹁
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
賞
﹂を
受
賞
し
︑

山
﨑
正
専
務
理
事
が
表
彰
状

を
受
領
し
た
︵
写
真
︶︒

　

今
回
部
門
賞
を
受
賞
し
た

東
ト
協
の
﹁
グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）

事
業
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
︑

第
１
２
０
回
「
交
通
対
策
委
員
会
」

い
こ
と
は
問
題
で
あ
り
︑
社

会
的
信
用
を
損
な
い
か
ね
な

い
︒
こ
の
喫
緊
の
課
題
解
決

に
向
け
︑
当
委
員
会
と
し
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

た
い
﹂と
挨
拶
︒
引
き
続
き
︑

議
事
で
は
︑
①
令
和
５
年
度

事
業
計
画
（
案
）︑
②
交
通

事
故
発
生
状
況
︑
③
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
︑
④
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
対
策
︱
︱
に
つ
い

て
審
議
し
︑
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑報
告
事
項
と
し
て
︑

①
４
年
度
国
土
交
通
省
補
正

予
算
︑
②
災
害
物
流
専
門
家

研
修
の
実
施
状
況
等
︑
③
大

型
免
許
等
の
受
験
資
格
の
特

例
教
習
制
度
の
活
用
状
況
︱

︱
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
安
全

政
策
課
の
上
田
享
専
門
官
か

ら
︑﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

運
行
管
理
高
度
化
の
現
状
と

将
来
﹂
に
つ
い
て
情
報
提
供

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
︑
委

員
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
︒

　

２
月
10
日
︑
第
１
２
０
回

﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂（
工

藤
修
二
委
員
長
）
が
開
催
さ

れ
た
︒
冒
頭
︑
工
藤
委
員
長

が
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

と
っ
て
安
全
運
行
の
確
保
は

最
重
要
の
使
命
で
あ
る
︒
そ

の
一
方
で
︑
依
然
と
し
て
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒

運
転
事
故
や
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
が
根
絶
に
至
ら
な

令
和
5
年
度
交
通
対
策

事
業
計
画（
案
）を
承
認

第
20
回
「
経
営
改
善
・
情
報
化
委
員
会
」

て
審
議
し
︑
承
認
し
た
︒

　

①
で
は
︑
大
上
正
治
副
委

員
長
（
広
島
）
の
退
任
に
伴

い
︑
新
た
に
丸
加
海
陸
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
会
長
の
喜
多

村
久
至
氏
（
広
島
）
が
選
任

さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
自
動
車
局
貨
物

課
の
運
﨑
彩
香
課
長
補
佐
に

よ
る
講
演
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
を
と
り
ま
く
現
状
と
最
近

の
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
﹂

が
行
わ
れ
た
︒

　

２
月
９
日
︑
第
20
回
﹁
経

営
改
善
・
情
報
化
委
員
会
﹂

（
庄
子
清
一
委
員
長
）
が
開

催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
副
委
員
長

の
選
任
︑
②
令
和
５
年
度
経

営
改
善
・
情
報
化
対
策
に
か

か
る
事
業
計
画
（
案
）
お
よ

び
予
算
（
案
）︑
③
４
年
度

経
営
改
善
・
情
報
化
対
策
事

業
の
進
捗
状
況
︱
︱
に
つ
い

令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

予
算
（
案
）
を
承
認

第120回「交通対策委員会」であいさつする工藤修二委員長

 

遠
隔
点
呼
・
業
務
後
自
動
点

呼
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ
を
募
集

事
前
届
出
の
み
で
実
施
可
能
に

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

遠
隔
点
呼
・
業
務
後
自
動
点

呼
の
法
令
改
正
手
続
き
に
係

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
度
行
わ
れ
る
道
路
運

送
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改

正
で
は
︑
遠
隔
点
呼
・
業
務

後
自
動
点
呼
に
つ
い
て
︑
点

呼
の
運
用
開
始
前
に
運
輸
支

局
等
に
事
前
届
出
を
行
え
ば

実
施
可
能
と
な
り
︑
こ
れ
ま

で
の
実
施
要
領
通
達
で
行
っ

て
い
た
︑
運
用
開
始
前
の
現

地
へ
の
支
局
担
当
官
に
よ
る

事
前
確
認
が
不
必
要
と
な
る
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
３
月
11

日
㈯
ま
で
（
必
着
）︒
意
見

提
出
に
関
す
る
詳
細
は
︑
電

子
政
府
の
総
合
窓
口

﹁e-Gov

﹂を
参
照
の
こ
と
︒

 

駐
車
規
制
の
見
直
し
を
推
進

警
察
庁
通
達
受
け

運
輸
局
等
へ
周
知

　

国
土
交
通
省
は
２
月
９

日
︑
道
路
局
か
ら
﹁
貨
物
集

配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規

制
見
直
し
の
推
進
に
係
る
道

路
管
理
者
の
協
力
に
つ
い
て
﹂

お
よ
び
︑貨
物
課
長
名
で﹁
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐

車
規
制
の
見
直
し
に
向
け
た

継
続
的
な
取
組
の
推
進
に
係

る
対
応
に
つ
い
て
﹂
を
通
達

し
た
︒
平
成
30
年
２
月
20
日

に
警
察
庁
か
ら
﹁
貨
物
集
配

中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規
制

の
見
直
し
（
通
達
）﹂
の
発

出
を
受
け
て
︑
同
日
︑
自
動

車
局
貨
物
課
長
よ
り
﹁
貨
物

集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車

規
制
の
見
直
し
の
推
進
に
係

る
対
応
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

し
て
い
た
が
︑
今
後
も
継
続

的
に
駐
車
規
制
の
見
直
し
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
︑
２
月
９
日
︑
警
察
庁
か

ら
︑
通
達
﹁
貨
物
集
配
中
の

車
両
に
係
る
駐
車
規
制
の
見

直
し
に
向
け
た
継
続
的
な
取

組
の
推
進
に
つ
い
て
﹂
が
発

出
さ
れ
た
の
を
受
け
て
︑
各

地
方
運
輸
局
等
に
通
知
し

た
︒
同
省
で
は
︑
各
都
道
府

県
警
察
︑
道
路
管
理
者
等
と

連
携
し
な
が
ら
︑
駐
車
規
制

の
見
直
し
に
向
け
た
継
続
的

な
取
組
の
推
進
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

発
注
側
企
業
の
「
価
格

交
渉
・
転
嫁
」
の
状
況

を
４
段
階
で
評
価

大
臣
名
で
の
指
導
・

助
言
を
実
施
へ

　

中
小
企
業
庁
は
２
月
７

日
︑
昨
年
９
月
に
実
施
し
た

﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂
に

関
連
し
て
︑
発
注
側
企
業
の

価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
状

況
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た

上
で
︑
企
業
リ
ス
ト
に
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

今
回
発
表
さ
れ
た
企
業
リ

ス
ト
は
︑
同
月
間
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
︵
調
査
結
果

は
１
月
１
日
・
15
日
合
併
号

で
既
報
︶
に
お
い
て
︑
10
社

以
上
の
受
注
側
中
小
企
業
か

ら
﹁
主
要
な
取
引
先
﹂
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
発
注
側
企
業

に
つ
い
て
︑
受
注
側
中
小
企

業
か
ら
の
価
格
交
渉
や
価
格

転
嫁
の
回
答
状
況
な
ど
を
整

理
し
︑リ
ス
ト
化
し
た
も
の
︒

約
１
５
０
社
を
対
象
に
︑
価

格
交
渉
や
価
格
転
嫁
の
状
況

を
点
数
化
し
た
上
で
︑
４
段

階
で
評
価
を
行
っ
て
い
る
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
状
況
の
芳

し
く
な
い
事
業
者
に
対
し

て
︑
下
請
中
小
企
業
振
興
法

に
基
づ
き
︑
大
臣
名
で
の
指

導
・
助
言
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
︒

求
人
申
込
書
受
付
開
始

は
６
月
１
日
か
ら

６
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
の
採
用
選
考
期
日
等

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
７

日
︑
令
和
６
年
３
月
新
規
高

等
学
校
卒
業
者
の
就
職
に
係

る
採
用
選
考
期
日
等
を
取
り

ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

６
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
の
採
用
選
考
期
日
等

は
︑
図
の
通
り
と
さ
れ
た
︒

図　令和 6年 3月新規高等学校卒業者の採用選考期日等

・ハローワークによる求人申込書の受付開始� …6月 1日
※�高校生を対象とした求人については、ハローワークにおいて求人の
内容を確認したのち、学校に求人が提出される。

・企業による学校への求人申込および学校訪問開始� …7月 1日
・学校から企業への生徒の応募書類提出開始

…9月 5日（沖縄県は 8月 30日）
・企業による選考開始および採用内定開始� …9月 16日

（
２
月
15
日
〜
28
日
）

▽
２
月
16
日

・
第
59
回
適
正
化
事
業
委
員
会

・
第
76
回
広
報
委
員
会

・
第
３
回
青
年
部
会
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
２
月
17
日

・
令
和
４
年
度
青
年
部
会
全
国
大

会
▽
２
月
21
日

・
第
54
回
環
境
対
策
委
員
会

・
第
９
回
施
設
事
業
委
員
会

３
月
31
日
㈮
15
時
に
閉
鎖

青
森
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
の
度
︑諸
般
の
事
情
に
よ
り
︑

﹁
青
森
Ｔ
Ｓ
・
駐
車
場
﹂
は
令

和
５
年
３
月
31
日
㈮
15
時
を
も

っ
て
閉
鎖
致
し
ま
す
︒
長
き
に

わ
た
り
︑
ご
愛
顧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
給
油
所
施
設
は
今
ま

で
通
り
営
業
致
し
ま
す
︒

停
電
に
伴
い　
　
　
　
　

　
　
　
施
設
を
一
時
休
業

名
古
屋
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
電
気
の

法
定
点
検
に
よ
る
停
電
の
た
め
︑

３
月
17
日
㈮
15
時
30
分
~
20
日

㈪
８
時
の
間
︑
施
設
を
一
時
休

業
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

角
田
季
代
子
建
交
労
中
央
執
行
委

員
長
︵
写
真
㊨
︶、
成
瀬
大
輔
㈱
教

宣
文
化
社
代
表
取
締
役
︵
写
真
㊥
︶

か
ら
要
請
書
を
受
け
取
る
桝
野
龍

二
全
ト
協
理
事
長
︵
写
真
㊧
︶

第20回「経営改善・情報化委員会」（2月9日、全ト協）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は
動
画
を
活
用
し
た
安
全

教
育
が
多
い
︒
だ
が
︑
ほ
と
ん
ど

は
悲
惨
な
事
故
な
ど
﹁
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
動
画
で
︑
だ
か
ら
危
険
運
転

は
ダ
メ
︑
と
ダ
メ
を
強
調
す
る
パ

タ
ー
ン
だ
﹂︒
そ
の
発
想
を
１
８
０

度
転
換
し
た
事
業
者
は
︑﹁﹃
思
い

や
り
運
転
﹄
の
動
画
を
教
材
に
︑

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
か
ら
模
範
的
な

運
転
を
社
内
で
研
修
し
︑
そ
の
動

画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
発
信

し
て
い
る
﹂︒

　

こ
の
事
業
者
の
輸
送
部
門
は
︑

保
有
車
両
数
が
ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ラ

な
ど
88
台
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
70
人

の
規
模
で
あ
る
︒
車
両
の
中
に
は

ポ
ー
ル
の
荷
役
を
自
動
化
し
た
︑

自
社
開
発
の
特
殊
車
両
も
あ
る
︒

ま
た
︑
保
有
車
両
の
う
ち
22
台
は

誘
導
車
だ
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
で
︑
こ
の
事
業

者
で
は
﹁
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
動
画
を
安
全
教
育
に

活
用
す
る
こ
と
を
考
え

た
﹂
と
い
う
︒﹁
動
画

を
繰
り
返
し
観
る
こ
と

で
︑
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を

実
体
験
し
た
か
の
よ
う

に
な
り
︑
実
際
に
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
に
遭
遇
し
た

時
に
︑
素
早
い
的
確
な

動
作
が
し
や
す
く
な

る
﹂
と
い
う
発
想
で
あ
る
︒

　

そ
こ
で
︑
平
成
29
年
か
ら
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
動
画
を
集
め
る

よ
う
に
し
た
︒
だ
が
︑
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
動
画
は
少
な
く
︑
あ

ま
り
集
ま
ら
な
か
っ
た
︒
理
由

は
︑
先
導
車
が
つ
く
特
殊
輸
送

が
多
い
の
で
︑

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が

少
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
︒
そ

こ
で
﹁
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
と
い
う
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
材
料

で
は
な
く
︑
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
動
画

に
す
る
こ
と
に

し
た
﹂
の
で
あ

る
︒
令
和
２
年

か
ら
ド
ラ
レ
コ
の

﹁
思
い
や
り
運

転
﹂
の
動
画
を

収
集
す
る
よ
う

に
し
た
ら
︑﹁
思

い
や
り
運
転
の

材
料
は
た
く
さ
ん
出
て
き
た
︒

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
の
で
出
し
や
す

い
の
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
︒

　
﹁
最
初
は
︑
取
引
先
な
ど
に

﹃
こ
の
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し

て
運
ん
で
い
る
﹄
と
ア
ピ
ー
ル

し
︑
安
全
に
よ
る
営
業
推
進
を

考
え
て
い
た
﹂︒
同
時
に
︑
そ
の

動
画
は
﹁
模
範
運
転
と
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
教
育
に
も
活
用
で
き
る
﹂︒

さ
ら
に
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も

発
信
す
る
よ
う
に
し
た
︒

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
次
の
よ

う
に
な
る
︒
①
輸
送
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
目
標
設
定
︑
②
ド
ラ
レ

コ
の
動
画
収
集
︑③
動
画
編
集（
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
教
育
的
な
内
容
を

一
部
盛
り
込
ん
で
３
分
程
度
に
編

集
︑
例
え
ば
道
路
交
通
法
38
条

=
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優

先
な
ど
）︑
④
安
全
会
議
で
視
聴

（
乗
務
員
を
褒
め
る
こ
と
で
安
全

意
識
を
向
上
︑
視
聴
す
る
こ
と
で

安
全
運
転
の
見
本
と
し
て
事
故
防

止
に
繋
げ
る
）︑
⑤
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
リ
ク
ル
ー
ト

効
果
）︑⑥
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
自

社
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
動
画

を
発
信
︱
︱
で
あ
る
︒

　

で
は
実
際
の
効
果
は
ど
う
か
︒

平
成
30
年
度
（
29
年
10
月
~
30

年
９
月
）
の
事
故
件
数
は
17
件
︑

令
和
元
年
度
11
件
︑２
年
度
12
件
︑

３
年
度
３
件
で
あ
る
︒
事
故
処
理

な
ど
に
か
か
っ
た
直
接
費
用
も
︑

大
幅
に
減
少
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
動
画
を
教
材
と
し

て
使
わ
せ
て
ほ
し
い
﹂
な
ど
︑
外

部
か
ら
の
反
響
も
良
い
と
い
う
︒

第
315
回

ポジティブな動画を教材に安全教育

　
　
　
　

︻
解
説
︼
通
勤
途
上
の
事
故
に
よ
る
負

傷
等
が
通
勤
災
害
と
認
め
ら
れ
る
に
は
︑

通
勤
行
為
と
そ
の
負
傷
等
の
間
に
相
当

因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

　

通
勤
災
害
の
認
定
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。
労
働
者
Ａ
が
帰
宅
途
中
、

駅
の
階
段
で
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
、

手
と
顔
面
を
負
傷
し
た
と
し
て
、
通

勤
災
害
の
申
請
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
顔
面

に
は
殴
ら
れ
た
よ
う
な
あ
ざ
が
あ
る

う
え
、
手
の
傷
も
、
こ
ぶ
し
が
は
れ

上
が
り
、
血
が
に
じ
ん
で
い
る
状
態

で
す
。
し
か
も
、
本
人
は
否
定
し
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
の
労
働
者
の
間
で

は
、
駅
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
喧
嘩
に
な
っ
た
と
い
う
う
わ

さ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
本

人
の
申
告
通
り
に
通
勤
災
害
の
申
請

を
し
た
場
合
、
認
定
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

 第263回 

通勤災害だとい
うが喧嘩が原因
とのうわさが

相
当
因
果
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
︑

通
勤
に
通
常
伴
う
危
険
が
現
実
化
し

た
こ
と
で
そ
の
負
傷
等
が
生
じ
た
の
か

否
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
︒

　

具
体
的
に
は
︑
例
え
ば
︑
通
勤
の
途

中
で
自
動
車
に
ひ
か
れ
た
場
合
や
︑
電

車
の
急
停
車
に
よ
る
転
倒
・
受
傷
の
場

合
︑
駅
の
階
段
か
ら
転
落
し
た
場
合
な

ど
︑
通
勤
途
中
に
あ
り
得
る
一
般
的
な

危
険
を
は
じ
め
︑
建
設
現
場
か
ら
落

下
し
て
き
た
物
体
に
よ
り
負
傷
し
た
場

合
や
︑
転
倒
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
か

ら
流
れ
出
し
た
有
害
物
質
に
よ
り
急
性

中
毒
に
か
か
っ
た
場
合
な
ど
も
︑
通
勤

経
路
に
内
在
し
て
い
る
危
険
と
み
な
さ

れ
︑﹁
通
勤
に
通
常
伴
う
危
険
が
現
実

化
し
た
﹂
と
し
て
通
勤
災
害
に
認
め
ら

れ
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
Ａ
の
負
傷
が
申
告
通
り

階
段
で
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
︑
そ
の
ま
ま
通
勤

災
害
と
認
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
︒

　

一
方
︑
他
人
の
暴
行
に
よ
っ
て
負
傷

し
た
も
の
と
し
て
は
︑﹁
自
動
車
通
勤

の
労
働
者
が
路
上
で
犬
を
ひ
き
そ
う
に

な
り
︑
飼
い
主
か
ら
暴
行
を
受
け
た
﹂

と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
︒こ
の
場
合
︑

通
勤
途
中
に
車
で
犬
を
ひ
き
そ
う
に
な

る
こ
と
は
︑
通
常
発
生
し
得
る
出
来
事

で
あ
り
︑
そ
の
際
︑
飼
い
主
が
反
射
的

に
暴
行
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
得
る
た
め

相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
昭
和
52
年
７
月
︑
基
収
第
５
３
８

号
）︒

　

し
か
し
︑
暴
行
の
原
因
が
喧
嘩
と
な

れ
ば
︑
ま
っ
た
く
結
論
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
︒
ど
ち
ら
が
仕
掛
け
た
か
に
か
か

わ
ら
ず
︑
通
勤
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

と
な
っ
て
発
生
し
た
災
害
に
よ
る
負
傷

と
は
さ
れ
ず
︑
通
勤
災
害
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
︒
そ
も
そ
も
︑
通
勤
途
中
の

喧
嘩
を
﹁
通
勤
に
通
常
伴
う
危
険
﹂

だ
と
す
る
の
は
︑
常
識
的
に
も
無
理
で

し
ょ
う
︒
犬
の
飼
い
主
か
ら
暴
行
を
受

け
た
労
働
者
の
場
合
は
︑
加
害
者
の
暴

行
を
誘
発
す
る
よ
う
な
言
動
は
一
切
行

っ
て
お
ら
ず
︑
た
だ
一
方
的
に
暴
行
を

受
け
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
︒

　

そ
う
す
る
と
︑
も
し
う
わ
さ
が
本
当

で
︑
労
働
者
Ａ
の
負
傷
が
喧
嘩
に
よ
る

も
の
で
あ
れ
ば
︑
通
勤
災
害
と
認
め
ら

れ
な
い
の
は
当
然
で
す
が
︑
そ
れ
を
階

段
で
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
こ
と
に
よ

る
負
傷
と
し
て
申
請
し
︑
通
勤
災
害
と

な
っ
た
場
合
は
︑
虚
偽
の
理
由
に
よ
り

労
災
保
険
給
付
を
不
正
受
給
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
Ａ
の
負
傷
の

経
緯
を
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
し
て
︑
言

わ
れ
た
通
り
に
申
請
し
て
し
ま
う
と
︑

結
果
的
に
不
正
受
給
に
加
担
し
た
と
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
︒
場
合
に
よ

っ
て
は
︑
事
業
者
が
虚
偽
の
報
告
ま
た

は
証
明
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
連
帯
責

任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
12
条

の
３
）︒
し
た
が
っ
て
︑
Ａ
に
事
実
関
係

を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
よ
う
あ
ら
た
め

て
説
得
を
し
た
う
え
で
︑
申
請
の
手
続

き
を
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
べ
き

で
す
︒

Ａ�

虚
偽
の
申
告
と
し
て
不
正

受
給
に
加
担
の
お
そ
れ
も

　

国
土
交
通
省
は
２
月
３

日
︑
自
動
車
損
害
賠
償
保
障

制
度
に
よ
る
被
害
者
支
援
等

を
紹
介
す
る
た
め
の
特
設
サ

イ
ト
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
新
た
に
公

開
し
た
︒

　

自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
自
賠
責
保
険
を
巡
っ
て
は
︑

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
な

ど
の
改
正
法
の
施
行
に
伴
い
︑

令
和
５
年
４
月
の
契
約
分
か

ら
新
た
な
﹁
賦
課
金
﹂
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
︒
こ
の
賦
課
金
は
︑
こ
れ

ま
で
の
賦
課
金
が
担
っ
て
き

た
自
賠
責
保
険
等
に
加
入
し

て
い
な
い
無
保
険
車
に
よ
る

事
故
や
︑
ひ
き
逃
げ
の
被
害

者
の
死
亡
・
ケ
ガ
の
補
償
に

加
え
︑
被
害
者
の
介
護
や
リ

ハ
ビ
リ
の
支
援
な
ど
被
害
者

支
援
の
充
実
や
︑
先
進
的
で

安
全
な
自
動
車
の
導
入
支
援

な
ど
の
事
故
防
止
対
策
の
推

進
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

 

申
請
期
間
を　
　
　
　
　

　
　

３
月
７
日
ま
で
延
長

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

　

国
土
交
通
省
は
２
月
８
日
︑

﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度
（
自
動
車
運
送
事

業
者
の
た
め
の
﹃
働
き
や
す

い
職
場
認
証
制
度
﹄）﹂
に
つ

い
て
︑﹁
一
つ
星
﹂
新
規
・﹁
一

つ
星
﹂
継
続
・﹁
二
つ
星
﹂

新
規
の
申
請
期
間
を
２
月
15

日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
延
長

な
る
︒

　

特
設
サ
イ
ト
で
は
︑
自
賠

責
保
険
料
や
４
月
か
ら
導
入

さ
れ
る
新
た
な
賦
課
金
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
︒

　

な
お
︑国
交
省
で
は
現
在
︑

自
動
車
な
ど
の
所
有
者
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
賦
課
金

の
額
に
関
し
︑
意
見
募
集
を

行
っ
て
い
る
︒
募
集
期
間
は

３
月
５
日
㈰
ま
で
︒
詳
細
は
︑

﹁e-Gov

﹂を
参
照
の
こ
と
︒

す
る
と
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
の
運
転
者
不
足
に
対

応
す
る
た
め
の
総
合
的
な
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
︑
令

和
２
年
度
に
同
制
度
を
創

設
︒
今
年
度
よ
り
︑
新
た
に

﹁
二
つ
星
﹂を
導
入
し
て
い
る
︒

　

現
在
︑﹁
一
つ
星
﹂
を
既
に

取
得
し
て
い
る
事
業
者
を
対

象
と
し
た
﹁
二
つ
星
﹂
申
請

お
よ
び
﹁
一
つ
星
﹂
継
続
申

請
に
加
え
︑
認
証
未
取
得
事

業
者
を
対
象
と
し
た
﹁
一
つ

星
﹂
新
規
申
請
を
受
け
付
け

て
い
る
が
︑
申
請
締
切
が
２

月
15
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で

延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
申
請
に
関
す
る
詳

細
に
つ
い
て
は
︑
同
制
度
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

令
和
５
年
度
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
推
進
標
語
を

募
集

締
切
は
３
月
24
日
㈮

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
５
年
度
﹁
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
﹂
推
進
標
語
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
毎
年
８
月

を
同
月
間
と
定
め
︑
道
路
の

愛
護
活
動
や
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
等
各
種
活
動
を

特
に
推
進
し
て
い
る
︒
こ
の
一

環
と
し
て
︑
道
路
の
役
割
や

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
︑
推

進
標
語
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

募
集
テ
ー
マ
は
︑﹁
道
路

は
︑
生
活
の
向
上
と
経
済
の

発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

リ
モ
ー
ト
出
席
︒
会
議
冒
頭

に
は
︑
坂
本
会
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
︑﹁
こ
の
５
年
間
の

モ
デ
ル
事
業
で
得
た
実
態
・

実
績
・
知
見
を
基
に
︑
健
康

起
因
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
な
方
策
を
今
日
の
会
合
で

改
め
て
検
討
し
︑
我
々
ト
ラ

ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
３

事
業
が
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
︑
足
並
み
を

揃
え
て
進
め
て
い
く
﹂
と
述

べ
た
︒

　

今
回
の
協
議
会
で
は
︑
①

健
康
起
因
事
故
の
発
生
状
況

と
健
康
起
因
事
故
防
止
の
た

め
の
取
組
︑
②
健
康
起
因
事

故
防
止
に
係
る
取
組
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
︑

③
自
動
車
運
送
事
業
者
へ
の

脳
健
診
普
及
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
の
結
果
︱
︱
に
関
す

る
報
告
が
事
務
局
か
ら
行
わ

れ
た
後
︑
出
席
委
員
か
ら
同

調
査
結
果
に
対
す
る
質
問
・

意
見
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
︒

　

ま
た
︑
令
和
５
年
度
の
具

体
的
な
取
組
を
別
掲
の
通
り

決
定
︒
引
き
続
き
実
効
性
の

高
い
健
康
起
因
事
故
防
止
対

策
の
検
討
を
行
う
べ
く
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
︒

い
国
民
共
有
の
︑
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
︒
み
ん
な

が
道
路
と
親
し
み
︑
ふ
れ
あ

い
︑
常
に
広
く
︑
美
し
く
︑

安
全
に
︑
共
に
楽
し
く
利
用

し
︑
次
世
代
に
受
け
継
い
で

い
き
ま
し
ょ
う
﹂︒
小
学
生

以
上
で
あ
れ
ば
応
募
可
能
︒

応
募
期
間
は
３
月
24
日
㈮
ま

で
（
当
日
必
着
）︒

　

応
募
に
関

す
る
詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶を
参
照
の
こ
と
︒

 

令
和
５
年
度
の
取
組
方
針

を
決
定

令
和
４
年
度
事
業
用
自
動
車

健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
２
月
９

日
︑
令
和
４
年
度
﹁
事
業
用

自
動
車
健
康
起
因
事
故
対
策

協
議
会
﹂（
座
長
:
酒
井
一

博
︹
公
財
︺ 

大
原
記
念
労
働

科
学
研
究
所
主
管
研
究
員
）

を
開
催
し
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑﹁
事
業
用

自
動
車
の
運
転
者
の
健
康
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
お
い
て
推

奨
す
る
︑
主
要
疾
病
等
に
関

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
普
及
等
を
通
じ
た
事
業
用

自
動
車
の
健
康
起
因
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
︑
平
成
27

年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
︒

今
年
度
は
︑
最
近
の
健
康
起

因
事
故
の
発
生
状
況
等
に
つ

い
て
情
報
共
有
す
る
と
と
も

に
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
普
及
方
策
や
今
後
の
取
組

方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
︒

　

坂
本
克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
は
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

代
表
委
員
と
し
て
︑
桝
野
龍

二
全
ト
協
理
事
長
は
業
界
団

体
委
員
と
し
て
全
ト
協
か
ら

４
月
か
ら
自
賠
責
保
険
料
の
一
部
と

し
て
新
た
な
「
賦
課
金
」
を
導
入

事
故
防
止
対
策
等
の
充
実
図
る

「
物
流
情
報
標
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
Ｈ

Ｐ
を
開
設

物
流
情
報
の
標
準
化
目
指
す

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
２
月
２
日
︑﹁
物
流
情

報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
に

関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
を
開
設
し
た
︒

　

人
手
不
足
を
は
じ
め
様
々

な
課
題
を
抱
え
る
物
流
業
界

の
生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
︑

業
界
全
体
で
物
流
の
最
適
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
︒
そ

こ
で
︑
国
交
省
・
経
産
省
が

関
係
省
庁
と
し
て
参
画
す
る

内
閣
府
﹁
Ｓ
Ｉ
Ｐ
ス
マ
ー
ト

物
流
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
て
︑
広

範
囲
で
の
デ
ー
タ
連
携
な
ど

に
よ
る
物
流
の
効
率
化
・
生

産
性
向
上
の
た
め
︑
運
送
計

画
情
報
や
出
荷
情
報
等
に
関

す
る
情
報
標
準
化
の
推
進
を

目
指
し
︑﹁
物
流
情
報
標
準

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
策
定
・

公
表
し
て
い
る
︒

　

こ
の
た
び

開
設
さ
れ
た

Ｈ
Ｐ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

は
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
︑

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
紹
介
と

活
用
促
進
を
目
的
に
公
開
さ

れ
た
も
の
︒
同
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
の
経
緯
や
︑
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
準
拠
企
業
の
事

例
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
︒

 

「
確
実
な
休
憩
・
休
息
機

会
の
確
保
」
に
向
け
て
具

体
的
な
対
策
を
提
言

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
利
便

性
向
上「
中
間
と
り
ま
と
め
」

　

（独）
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
︑
東
日
本
高

速
道
路
㈱
︑
中
日
本
高
速
道

路
㈱
︑西
日
本
高
速
道
路
㈱
︑

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

は
２
月
３
日
︑﹁
高
速
道
路

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
便

性
向
上
に
関
す
る
検
討
会
﹂

（
座
長
・
内
山
久
雄
東
京
理

科
大
学
名
誉
教
授
）
の
﹁
中

間
と
り
ま
と
め
﹂
を
公
表
し

た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
の
混

雑
解
消
等
︑
現
在
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
社
会
的
な
要
請

や
︑
適
切
な
進
化
・
改
良
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
た
︒

　

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に

関
し
て
は
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に

お
け
る
確
実
な
休
憩
機
会
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
︑
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
対
応
や
︑
中
継
物

流
拠
点
︑
自
動
運
転
な
ど
新

た
な
需
要
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
︑

中
間
と
り
ま
と
め
で
は
︑
課

題
解
決
に
向
け
た
方
向
性
と

具
体
的
な
方
策
を
提
示
︒
駐

車
マ
ス
の
拡
充
や
情
報
技
術

を
活
用
し
た
混
雑
状
況
の
把

握
・
情
報
提
供
︑
物
流
効
率

化
の
支
援
︑
労
働
環
境
改
善

へ
の
取
り
組
み
︑
車
種
・
駐

車
時
間
を
限
定
し
た
駐
車
マ

ス
等
の
整
備
な
ど
を
通
じ

て
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る

確
実
な
休
憩
・
休
息
機
会
の

確
保
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
︑

物
流
拠
点
や
中
継
拠
点
と
大

型
車
の
駐
車
マ
ス
拡
充
を
併

せ
た
拠
点
の
整
備
な
ど
を
通

じ
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
効
率
化
を
図

っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
示
し
て

い
る
︒

 

Ｇ
Ｗ
・
お
盆
・
年
末
年
始
は

休
日
割
引
適
用
除
外
に

令
和
５
年
度
に
お
け
る

休
日
割
引
適
用
除
外
日

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
︑
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
㈱
お
よ
び
宮
城

県
道
路
公
社
は
１
月
30
日
︑

令
和
５
年
度
に
お
け
る
休
日

割
引
の
適
用
除
外
日
を
発
表

し
た
︒

　

高
速
道
路
各
社
で
は
︑
国

土
交
通
省
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
検
討
し
た
結
果
︑
交
通

混
雑
期
等
に
お
け
る
交
通
分

散
の
観
点
か
ら
︑
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
（
Ｇ
Ｗ
）︑
お

盆
お
よ
び
年
末
年
始
は
︑
全

国
を
対
象
と
し
て
︑
休
日
割

引
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
︒
５
年
度
の
休
日
割

引
適
用
除
外
日
は
右
図
の
通

り
︒
適
用
除
外
日
に
高
速
道

路
を
利
用
し
た
場
合
︑
休
日

割
引
は
適
用
さ
れ
な
い
︒
な

お
︑
深
夜
割
引
等
︑
休
日
割

引
以
外
の
割
引
の
適
用
に
つ

い
て
は
︑
変
更
は
な
い
︒

 

「
大
雪
時
の
当
面
の
対
応

策
」
を
取
り
ま
と
め

新
名
神
で
の
大
規
模
車
両

滞
留
を
受
け

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
と
西

日
本
高
速
道
路
㈱
は
２
月
８

日
︑
両
社
に
お
け
る
大
雪
時

の
当
面
の
対
応
策
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

両
社
が
管
理
す
る
新
名
神

高
速
道
路
で
は
︑
１
月
24
日

か
ら
26
日
に
か
け
て
︑
大
雪

時
の
渋
滞
に
よ
る
大
規
模
な

車
両
滞
留
が
発
生
︒
最
大
渋

滞
長
は
︑
１
月
24
日
22
時
38

分
に
名
神
高
速
道
路
天
王
山

ト
ン
ネ
ル
付
近
~
湖
東
三
山

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
付
近
ま

で
約
70
㌔
㍍
︑
１
月
25
日
３

時
50
分
に
新
名
神
草
津
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
~
菰
野
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
ま
で
約
65

・
５
㌔
㍍
に
達
し
た
︒

　

両
社
で
は
︑
今
回
の
大
雪

時
に
お
け
る
対
応
の
課
題
と

原
因
を
検
証
の
上
︑
再
発
防

止
の
た
め
の
当
面
の
対
応
策

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

検
証
ポ
イ
ン
ト
と
当
面
の

対
応
策
は
︑
別
掲
の
通
り
︒

　

両
社
で
は
︑
今
回
取
り
ま

と
め
た
当
面
の
対
応
策
を
確

実
に
実
施
し
︑
今
後
の
大
雪

時
の
対
応
に
万
全
を
尽
く
す

と
し
て
い
る
︒

検証ポイントと当面の対応策（概要・抜粋）
①通行止めのタイミングが遅れたこと
→�通行止め実施判断を見直す（「予防的通行止め」の実施など）。また、「人
命最優先」の基本的な考え方に基づき、徹底した出控え要請とともに躊
躇なく通行止めを実施する

②利用者にとって重要な情報が適切に届いていなかったこと
→�事前広報・事後広報（渋滞・滞留発生後の情報提供）の実施、プッシ
ュ型による情報提供ツール「みちラジ」やTwitterなど、あらゆる媒体
を活用した、滞留に巻き込まれた利用者への情報提供を行う

③渋滞による滞留に巻き込まれた全ての利用者への支援ができなかったこと
→�大規模滞留時には、利用者支援を確実に実施できるよう、反対車線も同
時に通行止めを実施するなど、人命最優先の迅速な対応を図る

④渋滞（滞留）解消に長時間を要したこと
→長時間滞留を回避するため、躊躇なき通行止めの徹底を図る

⑤通行止め解除までに想定以上に時間を要したこと
→�広範囲にわたる圧雪凍結路面への迅速な対応が可能となる体制を整備
し、安全を最優先に早期通行止め解除に努める

「標準的な運賃」「多重下請け」に係る
実態調査にご協力ください

　平成30年に議員立法により「貨物自動車運送事業法」が改正され、ドライバーの労
働条件改善等を図るため、法令を遵守して持続的に事業を経営する際の参考となる運
賃を示す「標準的な運賃」の告示制度が創設されました。国土交通省では同制度に基
づき、令和２年４月に「標準的な運賃」の告示を行いました。
　また、持続可能な物流の構築に向け、「多重下請け」の状況を把握し、施策検討に
向けた基礎データとしたいと考えています。
　このたび、「標準的な運賃」の浸透・活用状況や、「多重下請け」等の実態を把握す
るため、貨物自動車運送事業者の方を対象として、アンケートを実施しますので、ご協
力をお願いします。
　なお、この調査結果の具体的なデータを運輸支局や労働基準監督署による監査等に
使用することはありませんので、「標準的な運賃」、「多重下請け」に関する実態をありの
ままご回答ください。

◆回答方法
　アンケートは、二次元コードにパソコン等でアクセスすることで、回答できます。
　また、調査会社より、メールにてURLを入手することも可能です。件名に「アンケー
トURL希望」と記載の上、truck@crp.co.jpまで空メールをお送りください。

◆回答期限　令和5年３月13日㈪
【調査主体】
・「標準的な運賃」	 国土交通省自動車局貨物課
・「多重下請け」　	 国土交通省総合政策局物流政策課
【お問い合わせ先（調査会社）】
　社会システム㈱　担当：小豆畑（あずはた）、福田、佐々木
　Mail：truck@crp.co.jp　　電話：03-5791-1138

経 産 省「物流業務のデジタル化促進調査事業に関する
アンケート調査」へのご協力をお願いします

　国土交通省では、「総合物流施策大綱（2021年度～ 2025年度）」に
おいて、物流業の労働生産性について、2025年度までに2018年度比
で2割程度向上させるとの指標を掲げています。
　その施策のひとつである「デジタル化」の推進に向け、運送事業者に
おける実態、デジタル化ツール導入に係る課題や解決法、導入後の効果
等についてアンケート調査を行っています。
　会員事業者の皆様におかれては、本調査の趣旨をご理解の上、アン
ケート調査へのご協力をお願いいたします。

回答フォーム：二次元コードからアクセスしてください。
回答期限：令和5年2月24日㈮まで
問い合わせ先（調査会社）：

㈱NTTデータ　浜野仁美
E-mail：digitization-info@hml.nttdata.co.jp

令和５年度の具体的な取組
健康起因事故の詳細な分析による再発防止の検討（拡充）
○�過去に発生した健康起因事故の疾病の種類や事故発生の背景
などを調査し、運転者のみならず、運行管理等を含めた分析
を行い、事故の再発防止に繋げる。

事業者による健康管理の取組に向けた調査（新規）
○�運送事業者が日常的に取得している運転者の健康状態の情報
やその取得タイミングを調査し運転者の日常の健康状態のデ
ータについて、医学的見地等から運送事業者に把握させるべ
き項目の調査を行う。

スクリーニング検査普及に向けた取組（継続）
○�脳健診等のスクリーニングモデル事業で得られた結果をもと
に、受診後の事業者の対応などの好事例につき、各種ガイド
ラインへ記載、周知を行うことで、スクリーニング検査の更
なる普及促進を行う。

健康起因事故防止対策の周知活動（拡充）
○�国土交通省等が主催する各種セミナーにおいて、スクリーニ
ング検査や各種マニュアルの内容について説明を行い、健康
起因事故防止対策の周知を行う。
○�健康管理に関する事業者独自の取組の優良事例を調査し、動
画やパンフレット、セミナー等を通じて横展開を実施する。

国交省

令和４年度「事業用自動車健康起因事故対
策協議会」にリモート出席する坂本克己会
長㊧（2月9日、全ト協）
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㈱
丸
の
内
運
送
は
︑
山
形

県
内
や
宮
城
県
へ
の
食
品
や

日
用
雑
貨
な
ど
の
輸
送
の
ほ

か
︑
保
管
業
務
︑
物
流
加
工

な
ど
ト
ー
タ
ル
な
物
流
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
運
送

会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
経
営
理
念
を
図

１
の
通
り
定
め
て
い
る
︒
そ

の
中
で
も
︑
同
社
で
は
﹁
社

員
こ
そ
最
大
の
宝
﹂
と
位
置

付
け
︑
社
員
に
と
っ
て
よ
り

魅
力
的
な
会
社
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
に
特
に
力
を
入

れ
て
き
た
︒

　
﹁
人
手
不
足
が
年
々
加
速

し
て
い
く
中
で
︑
働
き
手
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
︑
当
社
の
事
業
を
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
︒
社
員
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
会
社
で
な
け
れ

ば
︑
人
材
獲
得
が
ま
ま
な
ら

な
く
な
る
ば
か
り
か
︑
離
職

に
よ
る
人
材
流
失
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
で
し
ょ
う
︒当
社
で
は
︑

﹃
社
員
を
大
切
に
す
る
会

社
﹄
と
し
て
︑
当
社
で
働
く

社
員
や
そ
の
家
族
を
い
か
に

幸
せ
に
し
て
い
く
か
と
い
う

観
点
か
ら
︑
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
﹂（
小

林
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
３
年
ほ
ど
前

か
ら
社
員
満
足
度
向
上
の
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
︒
２
年
ほ
ど
前
に
は
目

指
す
べ
き
方
向
性
を
固
め
︑

﹁
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
﹂
や
﹁
給
与
体
系
の
見
直

し
﹂︑﹁
退
職
金
制
度
の
創
設

・
運
用
開
始
﹂︑﹁
サ
ー
ク
ル

活
動
の
推
奨
﹂
や
﹁
保
養
所

　

同
社
に
お
け
る
様
々
な
社

員
満
足
度
向
上
の
た
め
の
方

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑﹁
社
員

の
時
間
外
労
働
時
間
の
削

減
﹂を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

同
社
で
は
︑
本
社
（
山
形
県

寒
河
江
市
）︑
山
形
（
同
山

形
市
）︑置
賜（
同
長
井
市
）︑

仙
台
（
宮
城
県
仙
台
市
）
の

４
営
業
所
を
設
け
て
い
る
が
︑

社
員
１
人
当
た
り
の
時
間
外

労
働
時
間
の
平
均
を
み
る

と
︑
山
形
・
仙
台
営
業
所
が

１
月
当
た
り
20
時
間
︑
置
賜

営
業
所
が
同
30
時
間
と
な
っ

て
い
た
一
方
︑
本
社
営
業
所

で
は
同
60
時
間
と
︑
他
営
業

所
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
た
︒

本
社
営
業
所
で
は
チ
ャ
ー
タ

ー
便
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
︑

特
定
の
運
行
に
対
し
て
︑
特

定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
継
続
的

に
担
当
し
て
い
る
︒
輸
送
量

が
増
加
し
て
く
る
と
︑
休
日

出
勤
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
︑
そ
の

際
に
は
時
間
外
労
働
時
間
が

同
80
時
間
を
超
え
る
よ
う
な

月
も
み
ら
れ
た
︒
特
に
︑
繁

忙
期
や
急
な
増
便
対
応
時
に

は
特
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
業

務
が
集
中
し
て
し
ま
い
︑
そ

の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
時
間
外

労
働
時
間
が
増
え
る
傾
向
が

あ
っ
た
︒そ
こ
で
同
社
で
は
︑

本
社
営
業
所
に
お
け
る
拘
束

時
間
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
た
︵
図
２
︶︒

　

従
前
の
配
送
コ
ー
ス
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
う
状

況
も
あ
り
︑
時
間
外
労
働
を

事
前
に
組
み
込
ん
で
い
た
︒

そ
こ
で
︑
ま
ず
時
間
外
労
働

時
間
の
平
均
を
ド
ラ
イ
バ
ー

ご
と
に
集
計
し
︑
拘
束
時
間

が
11
時
間
を
超
過
し
て
い
る

コ
ー
ス
を
把
握
︒そ
の
上
で
︑

荷
主
に
対
し
て
拘
束
時
間
削

減
に
繋
が
る
効
率
的
な
コ
ー

ス
を
提
案
す
る
と
と
も
に
︑

自
社
で
組
み
替
え
で
き
る
コ

ー
ス
に
関
し
て
は
新
た
な
コ

ー
ス
設
定
を
行
い
︑
拘
束
時

間
を
適
正
化
し
た
︒
ま
た
︑

車
両
を
増
車
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
時
間
外
労
働
削
減
を
図

っ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
特
定
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
業
務
が
集
中
す
る
事

態
を
避
け
る
た
め
に
︑
本
社

営
業
所
の
各
ド
ラ
イ
バ
ー
が

様
々
な
コ
ー
ス
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
教
育
指
導
を
実
施

し
︑
労
働
時
間
の
平
準
化
を

図
っ
た
︒

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
︑
同
社
は
令
和
４
年

に
厚
生
労
働
省
山
形
労
働
局

長
か
ら
︑
働
き
方
の
見
直
し

に
向
け
て
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
﹁
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
﹂
に
選
ば

れ
て
い
る
︒

　
﹁
３
年
前
︑
本
社
営
業
所

の
ド
ラ
イ
バ
ー
数
は
45
人
で

し
た
が
︑
社
員
満
足
度
向
上

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
た

こ
と
で
︑
現
在
で
は
63
人
に

ま
で
増
加
し
ま
し
た
︒
優
秀

な
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

一
方
で
︑
月
80
時
間
超
の
時

間
外
労
働
者
数
は
︑
こ
の
３

年
間
で
54
人
か
ら
12
人
へ
と

減
少
し
ま
し
た
︒
も
ち
ろ
ん
︑

　

さ
て
︑
同
社
で
は
経
営
理

念
の
中
で
︑﹁
顧
客
が
求
め

る
高
品
質
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
的
な
提
供
﹂
を
第
一

の
責
務
と
位
置
づ
け
て
お
り
︑

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
と
効

率
化
を
追
求
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
同
社
で
は
荷
主

に
対
し
て
︑﹁
輸
送
の
効
率

化
﹂
に
向
け
た
提
案
を
積
極

的
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

特
に
︑
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
活
用
な
ど
を
通
じ
︑

荷
主
の
物
流
費
の
節
減
に
繋

げ
る
こ
と
の
で
き
る
方
策
を

積
極
的
に
提
案
し
︑
改
善
を

図
っ
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
効
率
化
の
進
展

と
と
も
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

将
来
的
に
は
こ
れ
を
０
人
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
︑
社
員

に
対
し
て
﹃
こ
の
よ
う
な
会

社
に
し
て
い
き
た
い
﹄
と
宣

言
し
た
上
で
︑
目
標
達
成
の

度
合
い
を
数
値
化
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
︒
自
社
の

労
働
環
境
改
善
の
度
合
い
が

数
字
と
い
う
見
え
る
形
で
示

さ
れ
る
こ
と
で
︑社
員
も
﹃
自

分
た
ち
の
会
社
が
変
わ
っ
て

き
た
﹄
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
︑
さ
ら
な
る
社
員

満
足
度
向
上
に
繋
が
り
ま
す
﹂

（
会
田
明
専
務
取
締
役
）

間
外
労
働
時
間
が
削
減
さ

れ
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
手
取
り
額
が
減
っ
て

し
ま
っ
て
は
︑
離
職
に
繋
が

り
か
ね
な
い
︒
同
社
で
は
︑

時
間
外
労
働
時
間
の
削
減
に

よ
っ
て
手
取
り
額
が
減
少
し

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑

基
本
運
賃
ア
ッ
プ
と
経
費
削

減
に
よ
る
収
益
性
向
上
に
よ

っ
て
同
社
が
得
た
利
益
の
中

か
ら
︑
昇
給
や
賞
与
︑
特
別

手
当
と
い
う
形
で
ド
ラ
イ
バ

ー
に
還
元
す
る
こ
と
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
を
図
っ
て
い
る
︒

　
﹁
荷
主
が
期
待
す
る
物
流

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て

知
恵
を
絞
り
︑
自
社
の
企
業

価
値
を
高
め
る
た
め
の
努
力

を
継
続
し
て
︑
荷
主
に
ご
評

価
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
︑
当
社
の
社
員
に
還

元
で
き
る
だ
け
の
原
資
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
﹂（
斉
藤
和
敏
常
務
取
締
役
）

　
﹁
当
社
で
は
２
年
前
か
ら

﹃
知
的
資
産
経
営
﹄
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
︒

こ
れ
は
︑
当
社
の
も
つ
人
材

や
技
術
︑
組
織
力
︑
顧
客
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
と
い
っ

た
目
に
見
え
な
い
財
産
を
知

的
財
産
と
し
て
見
え
る
化

し
︑
有
効
に
組
み
合
わ
せ
て

活
用
し
て
い
く
こ
と
で
収
益

増
に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み

で
す
︒
自
社
の
長
所
を
明
確

化
し
︑
他
の
運
送
会
社
に
は

な
い
自
社
の
優
位
性
を
武
器

に
荷
主
と
の
交
渉
を
続
け
て

い
く
こ
と
で
︑
運
賃
・
料
金

ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
ま
す
﹂

（
小
林
社
長
）

　

同
社
で
は
事
業
価
値
を
高

め
て
い
く
た
め
の
指
標
と
し

て
︑２
年
前
か
ら
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
を
活
用

し
て
い
る
︒
同
社
で
は
︑
①

従
業
員
満
足
度
︑
②
顧
客
満

足
度
︑
③
無
事
故
対
策
︑
④

収
益
性
の
向
上
︑
⑤
人
材
育

成
・
確
保
︑
⑥
社
会
貢
献
︱

︱
の
６
要
素
に
つ
い
て
︑
そ

れ
ぞ
れ
年
度
ご
と
に
数
値
目

標
を
設
定
︒
毎
月
実
施
し
て

い
る
報
告
進
捗
会
議
の
中
で

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し
︑

さ
ら
な
る
成
果
向
上
に
繋
げ

て
い
る
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
金
水
準
は
全
産
業
平
均
に

比
べ
て
低
い
一
方
で
︑
年
間

労
働
時
間
は
全
産
業
平
均
と

比
較
し
て
長
時
間
と
い
う
状

況
が
続
い
て
き
ま
し
た
︒
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
ド

ラ
イ
バ
ー
を
確
保
で
き
な
く

な
り
︑
わ
が
国
の
ト
ラ
ッ
ク

物
流
は
危
機
的
な
状
況
に
直

面
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
こ
れ

ま
で
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
悪
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち

切
る
た
め
に
は
︑
自
社
の
長

所
を
理
解
し
︑
そ
れ
に
磨
き

を
か
け
て
自
社
の
優
位
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
︑
そ
し
て

自
社
の
優
位
性
を
武
器
に
し

て
荷
主
と
の
運
賃
交
渉
を
進

め
︑適
正
な
利
潤
を
確
保
し
︑

そ
れ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
還
元

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の

改
善
に
よ
っ
て
人
手
不
足
を

解
消
さ
せ
な
い
限
り
︑﹃
２
０

２
４
年
問
題
﹄
に
立
ち
向
か

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒
今
後
も
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
へ
の
努
力

を
続
け
て
い
く
こ
と
で
人
材

を
計
画
的
に
獲
得
・
育
成

し
︑
令
和
６
年
以
降
も
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
運
送
会

社
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

の
整
備
﹂
な
ど
︑
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
た
︒
ま
た
︑

経
済
産
業
省
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
２
０
２
２
﹂の
認
定
や
︑

﹁
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度
（
働
き
や
す
い
職

場
認
証
制
度
）﹂
一
つ
星
認
証

取
得
な
ど
も
進
め
︑
全
社
員

に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

た
︒

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
︑
同
社
に
お
け
る
入

社
３
年
以
内
の
社
員
の
離
職

率
は
︑
令
和
元
年
度
の
７
・

３
％
か
ら
︑
３
年
度
は
１
・

７
％
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
︒

図１　同社の経営理念
1. 我社は、社会的信用を重んじ秩序の遵守を最優先する。
2. 我社は、顧客が求める高品質の輸送サービスを安定して提供する
ことを第一の責務とし、絶えずその革新と効率化を追求する。

3. 我社は、その業務が公共の道路を使用することに鑑み、輸送の
安全性と適正化に心がけ、交通事故と貨物事故の撲滅に努める。

4. 我社は、健全な事業運営のために原価意識を高め、適正利潤の
確保に努める。

5. 我社は、社員こそ最大の宝であることを認識し、適正且つ公正な
待遇を約束する。

　

本
特
集
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間

短
縮
の
方
策
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
原
資
の

確
保
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
︑
㈱
丸
の
内
運
送
（
小
林
茂
美
代
表
取
締
役
）
に

お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

働
き
手
が
い
な
け
れ
ば
事
業
は
継
続
で
き
な
い

働
き
手
が
い
な
け
れ
ば
事
業
は
継
続
で
き
な
い

「
社
員
を
大
切
に
す
る
会
社
」
へ
の
変
革
を
進
め
る

「
社
員
を
大
切
に
す
る
会
社
」
へ
の
変
革
を
進
め
る

コ
ー
ス
組
み
替
え
と
増
車
で
拘
束
時
間
を
削
減

コ
ー
ス
組
み
替
え
と
増
車
で
拘
束
時
間
を
削
減

目
標
達
成
の
度
合
い
を
数
値
化
し
て
環
境
変
化
を
示
す

目
標
達
成
の
度
合
い
を
数
値
化
し
て
環
境
変
化
を
示
す

独
自
性
高
い
提
案
・
改
善
で
収
益
性
を
ア
ッ
プ

独
自
性
高
い
提
案
・
改
善
で
収
益
性
を
ア
ッ
プ

手
厚
い
還
元
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
を
高
め
る

手
厚
い
還
元
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
を
高
め
る

会 社 概 要

㈱丸の内運送
本　社	 山形県寒河江市高田3-84-1
代表者	 代表取締役　小林　茂美
設　立	 昭和63年12月
資本金	 1,850万円
社員数	 196人（うちドライバー118人）
車両数	 85台

小林　茂美
代表取締役

会田　明
専務取締役

斉藤　和敏
常務取締役

同
社
で
は
食
品
等
の
輸
送
を
は
じ
め
、

ト
ー
タ
ル
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る

▽現状の配送コースは、乗務員不足もあり、時間外労働を組み込んだ形でのコース設定を行っていた。
拘束時間が延びることにより、時間外労働時間増に繋がり、また、乗務員の体調管理面でも、次の日に影響を
及ぼす可能性があった。

▽A～Dコースの時間外労働部分を、1台増車（Eコース）とする新たな配車コースセッティングとし、乗務員
の時間外労働の削減を図った。
コースを増やすことにより、人工増および車両費増になるが、総合的に経費の削減に繋がった。

図２　配送業務　拘束時間改善内容

出典：㈱丸の内運送制作資料

○業務・各社員の平均時間外の集計
　時間外の平均を乗務員ごとに集計し、拘束時間が超過しているコースを把握する。
　超過している乗務員に対しては、拘束時間の短いコースを、配車作成時に組み込む。
○荷主に対してのコース提案
　出発時間～ルートおよび店着時間などを整理し、コースの組替えによる効率化が図られる提案を行った。
○業務組み合わせの見直し箇所
　拘束時間が 11時間超になっているコースを抽出。
　1運行で 1荷主のコースに関しては、今後の問題点を荷主と検討していく予定。
　自社で組み替えできるコースに関して、新たなコース設定を実施して、適正な拘束時間にする。

2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00

2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00

【見直し提案事例】

既存４コースの改善による全体への削減効果

令和５年新春特集①

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短
縮
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短
縮
と

待
遇
改
善
に
繋
が
る
原
資
の
確
保
に
向
け
て

待
遇
改
善
に
繋
が
る
原
資
の
確
保
に
向
け
て

持
続
可
能
な
物
流
に
必
要
な
「
社
員
満
足
度
向
上
」

持
続
可
能
な
物
流
に
必
要
な
「
社
員
満
足
度
向
上
」

自
社
の
強
み
に
磨
き
を
か
け
好
循
環
を
生
み
出
す

自
社
の
強
み
に
磨
き
を
か
け
好
循
環
を
生
み
出
す

㈱
丸
の
内
運
送
（
山
形
県
寒
河
江
市
）

第３回（最終回）
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国24か所のトラックステーション（TS）は全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国24か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

㈱
ウ
イ
ン
グ
は
︑
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
に
よ
る
食
用
油
の

輸
送
や
︑
ダ
ン
プ
や
バ
ル
ク

車
に
よ
る
大
型
養
鶏
場
へ
の

飼
料
の
運
搬
︑
ま
た
冷
蔵
・

冷
凍
車
に
よ
る
関
東
へ
の
食

品
輸
送
な
ど
を
行
っ
て
い
る

運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
︑
平
成
27
年

に
開
催
さ
れ
た
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
た
︒
そ
れ
を
受
け

て
日
本
政
府
は
28
年
12
月

に
︑
今
後
の
日
本
の
取
り
組

み
の
指
針
と
な
る
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
実
施
指
針
﹂
を
決
定
︒
以

降
︑
わ
が
国
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
方
が
広
が
っ
た
︒

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
浸
透
し
つ
つ

あ
っ
た
そ
の
頃
︑
駒
田
社
長

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
存
在
を
初
め

て
知
っ
た
︒
し
か
し
︑
三
重

県
で
地
域
密
着
型
の
事
業
を

行
っ
て
い
た
同
社
に
と
っ
て
︑

縁
遠
い
話
に
思
え
た
と
い
う
︒

　

そ
の
後
︑
日
本
の
産
業
界

に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考

え
方
が
浸
透
し
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み

を
開
始
す
る
企
業
が
増
え
て

き
た
こ
と
も
あ
り
︑
駒
田
社

長
は
改
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
調
査
︒﹁
自
社
の
活
動
の

　

同
制
度
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
目
標
年
で
あ
る
２
０

３
０
年
に
お
け
る
企
業
の
目

指
す
姿
や
︑
経
済
・
社
会
・

環
境
の
３
側
面
に
お
け
る
重

点
的
な
取
り
組
み
・
目
標
の

設
定
を
求
め
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
同
社
に
お
け
る
︑

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
る
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
て

い
く
︒

︻
重
点
的
な
取
り
組
み
①
︼

　

有
事
の
場
合
で
も
持
続
可

能
な
社
内
体
制
を
整
備
し
、

地
域
経
済
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
安
定
に
寄
与
す
る
︵
開

発
目
標
11
:
持
続
可
能
な

都
市
︶

　

同
社
で
は
同
制
度
の
登
録

に
先
立
ち
︑
３
年
に
中
小
企

業
庁
﹁
事
業
継
続
力
強
化
計

画
﹂の
認
定
を
受
け
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
中
小
企
業
が
策

定
し
た
防
災
・
減
災
の
事
前

対
策
に
関
す
る
計
画
を
経
済

産
業
大
臣
が
認
定
す
る
制
度

で
︑認
定
を
受
け
た
企
業
は
︑

税
制
措
置
や
金
融
支
援
︑
補

助
金
の
加
点
な
ど
の
支
援
策

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

防
災
科
学
技
術
研
究
所

﹁
地
震
ハ
ザ
ー
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
﹂
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
︑

同
社
が
本
社
を
構
え
る
三
重

県
松
阪
市
で
は
︑
今
後
30
年

以
内
に
震
度
５
強
以
上
の
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
83
・

５
％
︑
震
度
６
弱
以
上
は
73

・
９
％
と
さ
れ
て
い
る
︒
ま

た
︑
同
社
本
社
は
海
岸
か
ら

２
㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に

あ
る
が
︑
自
治
体
の
ハ
ザ
ー

中
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
当
て
は

ま
る
も
の
が
あ
る
﹂
と
認
識

し
た
と
い
う
︒

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
三

重
県
は
︑
令
和
２
年
に
国
か

ら
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
﹂

に
選
定
さ
れ
た
の
を
機
に
︑

県
内
企
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
実
現
へ
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め
に
﹁
三
重
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー

登
録
制
度
﹂
を
３
年
か
ら
開

始
︒
同
制
度
を
知
っ
た
駒
田

社
長
は
︑
４
年
３
月
に
県
に

申
請
を
行
い
︑
同
社
は
第
２

期
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

登
録
さ
れ
た
︒

ド
マ
ッ
プ
で
は
津
波
リ
ス
ク

が
あ
り
︑
想
定
外
の
津
波
が

来
た
場
合
に
は
水
没
す
る
恐

れ
が
あ
る
︒
一
方
で
︑
食
品

や
飼
料
な
ど
︑
人
々
の
生
活

や
生
き
物
の
生
命
に
直
結
す

る
輸
送
を
行
っ
て
い
る
た
め
︑

同
社
で
は
災
害
時
の
早
期
事

業
再
開
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑

﹁
自
然
災
害
時
に
お
い
て
人

命
を
最
優
先
と
し
て
︑
社
員

と
社
員
の
家
族
の
安
全
と
生

活
を
守
る
﹂
こ
と
を
前
提
に

置
き
︑﹁
代
替
の
効
か
な
い

商
品
の
供
給
の
継
続
︑
早
期

供
給
の
再
開
に
よ
り
︑
荷
主

へ
の
影
響
を
極
力
少
な
く
す

る
﹂︑
そ
し
て
﹁
物
流
を
止

め
な
い
こ
と
で
社
会
に
貢
献

し
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し

た
い
﹂
な
ど
を
目
的
に
︑
同

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
︒

　
﹁
認
定
取
得
を
通
じ
て
荷

主
に
当
社
の
災
害
対
応
を
ア

ピ
ー
ル
し
︑
信
頼
感
醸
成
に

繋
げ
る
と
と
も
に
︑
当
社
で

働
く
社
員
の
ご
家
族
に
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
会
社
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒
こ

う
し
た
災
害
対
策
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
も
含
ま
れ
て
お
り
︑
推

進
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
を
機
に

一
層
強
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
駒
田
社
長
）

　

同
社
で
は
災
害
対
策
の
一

環
と
し
て
︑
４
年
︑
同
県
伊

賀
市
に
名
阪
営
業
所
を
開
設

し
た
︒
同
営
業
所
は
名
阪
国

道
沿
い
に
あ
り
︑
輸
送
拠
点

と
し
て
の
利
便
性
が
高
い
︒

ま
た
︑
同
営
業
所
は
内
陸
部

に
あ
り
︑
津
波
被
害
の
心
配

が
な
い
こ
と
か
ら
︑
災
害
時

に
本
社
営
業
所
が
被
害
に
遭

っ
た
際
の
代
替
拠
点
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
に
な
る
︒

　

併
せ
て
︑
本
社
営
業
所
に

自
家
発
電
設
備
や
ク
ラ
ウ
ド

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
る

な
ど
︑
災
害
対
策
強
化
を
図

っ
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
ハ
ー
ド
面
だ
け

で
は
な
く
ソ
フ
ト
面
で
の
災

害
対
応
も
進
め
て
い
る
︒
か

つ
て
は
台
風
や
降
雪
な
ど
の

際
で
も
﹁
無
理
し
て
で
も
荷

物
を
運
ぶ
の
が
当
た
り
前
﹂

と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
︒
し

か
し
︑
無
理
な
運
行
に
よ
っ

て
か
え
っ
て
輸
送
に
支
障
を

き
た
す
事
案
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑

国
土
交
通
省
で
は
２
年
に
通

達
﹁
台
風
等
に
よ
る
異
常
気

象
時
下
に
お
け
る
輸
送
の
在

り
方
に
つ
い
て
﹂
を
発
出
︒

︻
重
点
的
な
取
り
組
み
②
︼

　

地
球
環
境
に
や
さ
し
く
地

域
社
会
と
共
生
で
き
る
よ
う

可
能
な
取
り
組
み
を
行
う

︵
開
発
目
標
７
:
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
13
:
気
候
変
動
︶

　

同
社
で
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
を
図
る
た
め
に
︑
燃
費

向
上
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
︒
同
社
で
は
担
当

車
両
制
を
採
っ
て
お
り
︑
一

人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
毎
日
同

じ
車
両
に
乗
務
す
る
︒
ト
ラ

ッ
ク
に
は
全
車
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
を
搭
載
し
︑
日
々

燃
費
管
理
を
徹
底
︒
１
か
月

ご
と
に
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
燃

費
一
覧
を
作
成
し
︑
社
内
に

掲
出
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
て

は
︑
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

同
社
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
図
る
た
め
に
︑

４
年
９
月
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
︑
発
電
を
始
め
て

い
る
︒
現
在
は
︑
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
発
電
し
た
電
気
は
売

電
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
将

異
常
気
象
に
よ
る
被
害
発
生

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷

主
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
必

要
な
対
策
を
取
る
よ
う
に
求

め
て
い
る
︒

　
﹁
今
年
１
月
に
は
三
重
県

内
で
記
録
的
な
大
雪
と
な

り
︑
新
名
神
高
速
道
路
で
は

多
数
の
車
が
立
ち
往
生
し
ま

し
た
︒
無
理
し
て
運
行
を
継

続
し
た
結
果
︑
こ
う
し
た
事

態
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
︒
当
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
命
と
大
切
な
荷
物
を
守

る
た
め
に
︑
荷
主
と
連
絡
・

相
談
を
密
に
行
い
︑
到
着
時

間
を
遅
ら
せ
る
な
ど
の
対
応

を
徹
底
し
て
い
ま
す
︒
こ
う

し
た
取
り
組
み
も
︑
持
続
可

能
な
物
流
を
目
指
す
た
め
に

は
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

来
的
に
は
︑
発
電
し
た
電
気

を
自
社
の
業
務
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

︻
重
点
的
な
取
り
組
み
③
︼

　

社
員
が
健
康
に
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
働
き
方
改
革

に
対
応
し
た
社
内
体
制
の
整

備
、
物
流
の
効
率
化
、
Ｉ
Ｔ

化
を
進
め
、
持
続
可
能
な
職

場
環
境
づ
く
り
を
行
う
︵
開

発
目
標
８
:
経
済
成
長
と

雇
用
︶

　

同
社
で
は
３
年
に
︑﹁
運

転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証

制
度
（
働
き
や
す
い
職
場
認

証
制
度
）﹂
一
つ
星
を
取
得
し

た
ほ
か
︑
４
年
度
﹁
み
え
の

働
き
方
改
革
推
進
企
業
﹂
に

も
登
録
す
る
な
ど
︑
労
働
環

境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
︒

　

そ
れ
に
併
せ
て
︑
同
社
で

は
就
業
規
則
の
見
直
し
を
実

施
︒
年
次
有
給
休
暇
の
付
与

日
数
に
つ
い
て
︑
労
働
基
準

法
で
は
継
続
勤
務
期
間
が
６

年
６
か
月
に
達
し
た
社
員
に

対
し
て
は
年
間
20
日
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
︑
同
社
で
は

独
自
に
︑
継
続
勤
務
期
間
が

７
年
６
か
月
以
上
に
達
し
た

社
員
を
対
象
に
︑
年
間
21
日

の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し

て
い
る
︒

　

ま
た
︑
65
歳
以
上
の
社
員

が
同
社
で
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
︑
就
業
規
則
に
継
続
雇
用

制
度
を
盛
り
込
む
な
ど
の
対

応
も
取
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

現
在
同
社
に
は
65
歳
以
上
の

社
員
は
在
籍
し
て
い
な
い
も

の
の
︑
以
前
は
継
続
雇
用
制

度
を
活
用
し
て
働
い
て
い
た

高
齢
社
員
が
お
り
︑
運
行
管

理
補
助
者
と
し
て
点
呼
業
務

を
行
っ
て
い
た
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
仕
事

と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
で

構
成
さ
れ
る
﹁
み
え
の
イ
ク

ボ
ス
同
盟
﹂
に
も
参
加
︒
育

児
休
業
制
度
を
導
入
し
︑
男

性
社
員
の
子
育
て
参
加
を
促

す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
︒

こ
れ
ま
で
︑
妻
の
出
産
に
伴

い
︑
育
児
休
業
制
度
を
活
用

し
て
休
暇
を
取
得
す
る
な
ど

の
事
例
も
あ
る
と
い
う
︒
な

お
︑
こ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
か

つ
て
長
距
離
運
行
に
就
い
て

い
た
が
︑
育
児
休
業
後
は
子

ど
も
が
ま
だ
幼
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
︑
同
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
︑

日
帰
り
が
で
き
る
地
場
運
行

に
切
り
替
え
て
い
る
︒

　

駒
田
社
長
は
︑
同
社
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
を
み
て
も
分

か
る
通
り
︑
何
か
特
別
な
取

り
組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
︑
運
送
会
社
と
し
て
日
常

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
す
︒
一
方
で
︑
当
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
︑
日
常

業
務
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
繋
が

り
が
ま
だ
認
識
で
き
て
い
な

い
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
︑
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で

あ
る
﹄
こ
と
を
︑
社
内
外
に

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

1か月ごとに各ドライバーの燃費一覧を作成し、社
内に掲出している 名阪営業所

再生可能エネルギーの活用を図るため、太陽光
パネルを設置した

　

本
特
集
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
三
重
県
松
阪
市
の
㈱
ウ
イ
ン

グ
（
駒
田
麻
耶
代
表
取
締
役
社
長
）
の
取

り
組
み
で
す
︒

「
自
社
に
も
当
て
は
ま
る
活
動
が
あ
る
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
て
取
り
組
み
を
開
始

災
害
に
備
え「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」を
策
定

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
物
流
を
守
る

持
続
可
能
な
職
場
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ

社
内
外
に
自
社
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

企業プロフィール
□ 社　　　名　㈱ウイング
□ 本社所在地　三重県松阪市曽原町178-1
□ 代　表　者　代表取締役社長　駒田　麻耶　
□ 設　　　立　平成3年11月28日
□ 資　本　金　1,000万円
□ 社　員　数　74人（うちドライバー67人）
□ 車　両　数　75台

駒田　麻耶
代表取締役社長

同社では飼料用バルク車としてセミトレーラを導
入している

「三重県SDGs推進
パートナー」登録証

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

特
　
集

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

㈱
ウ
イ
ン
グ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

第９回
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や
新
規
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足

等
に
よ
り
人
材
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
働

き
方
改
革
関
連
法
﹂に
よ
り
︑

２
０
２
４
年
に
は
時
間
外
労

働
時
間
の
上
限
規
制
等
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
労
働

力
の
よ
り
一
層
の
不
足
が
見

込
ま
れ
て
い
る
︒
従
来
通
り

の
輸
送
が
困
難
と
な
る
恐
れ

も
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
物
流

業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

お
り
︑
こ
の
傾
向
が
さ
ら
に

拡
大
す
る
こ
と
で
︑
今
後
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
需
給
が
逼
迫
す
る
恐
れ
が

あ
る
︒

　

こ
れ
に
加
え
︑
２
０
２
４

年
４
月
に
は
働
き
方
改
革
関

連
法
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時
間

の
上
限
規
制
（
年
間
９
６
０

時
間
）
や
改
正
改
善
基
準
告

　

物
流
は
︑
我
が
国
に
お
け

る
豊
か
な
国
民
生
活
や
産
業

競
争
力
︑
地
方
創
生
を
支
え

る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
︑
経
済
の
持
続
的
な
成

長
と
安
定
的
な
国
民
生
活
を

維
持
す
る
た
め
︑
決
し
て
途

切
れ
さ
せ
て
は
な
ら
ず
︑
そ

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
一
方

で
︑
物
流
業
界
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

年
間
労
働
時
間
は
︑
大
型
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
・
中
小
型
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
と
も
全
産
業

平
均
と
し
て
約
２
割
長
い︵
図

１
︶︒
ま
た
︑
年
齢
構
成
を

み
る
と
︑
若
年
層
の
割
合
が

低
く
︑
担
い
手
の
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
︵
図
２
︶︒
こ

う
し
た
中
︑
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商

取
引
）
市
場
は
急
成
長
し
て

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
︑
労
働

環
境
の
改
善
や
物
流
の
効
率

化
等
の
取
組
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
物

流
分
野
に
お
い
て
の
各
種
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
︑
そ
の

１
つ
で
あ
る
﹁
中
継
輸
送
﹂

に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
実
証
実
験
等
に
基
づ
き

紹
介
を
す
る
︒

示
の
令
和
６
年
４
月
か
ら
の

適
用
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

拘
束
時
間
の
見
直
し
等
︵
図

３
︶
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
︒
年
間
の
拘

束
時
間
の
上
限
が
変
更
さ
れ

る
と
︑
輸
送
能
力
の
約
14
％

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
以
前
の
２

０
１
９
年
の
貨
物
輸
送
量
等

と
の
比
較
）
が
不
足
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
と
の
試
算

（
第
３
回
﹁
持
続
可
能
な
物

流
の
実
現
に
向
け
た
検
討

会
﹂
資
料
１
﹃
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
の
影
響
に
つ
い

て
﹄）
も
あ
り
︑
こ
れ
ま
で
運

べ
て
い
た
荷
物
が
運
べ
な
く

な
る
等
の
問
題
も
見
込
ま
れ

る
︒
こ
れ
ら
は
﹁
物
流
業
界

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
と
も

呼
ば
れ
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
の
改
善
や
ト

ラ
ッ
ク
物
流
の
効
率
化
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
道
路
局
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
物
流
の
効
率

化
を
図
る
た
め
︑
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
促
進
の

た
め
の
対
象
路
線
の
拡
充
︑

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
対

応
し
た
駐
車
マ
ス
の
整
備
や

予
約
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験

を
行
う
と
と
も
に
︑
特
殊
車

両
の
通
行
手
続
き
の
迅
速
化

の
た
め
の
道
路
構
造
等
の
情

報
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
進

め
︑
特
殊
車
両
通
行
確
認
シ

ス
テ
ム
の
利
用
拡
大
を
図
る

　

中
継
輸
送
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
︑
事
業
者
に
お
い
て
︑

自
社
拠
点
を
活
用
し
た
自
社

単
独
で
の
実
施
に
加
え
︑
複

数
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
中

継
輸
送
の
実
施
︑
複
数
事
業

者
が
参
画
す
る
た
め
の
全
体

を
と
り
ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
事
業
者
な
ど
︑
各
種

な
ど
︑
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
の

物
流
効
率
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
転
者
の
長
時
間
労
働
を

抑
制
し
︑
労
働
者
不
足
を
解

消
す
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
︑

一
つ
の
輸
送
行
程
を
複
数
の

ド
ラ
イ
バ
ー
で
分
担
す
る
中

継
輸
送
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
は
出

発
地
と
目
的
地
の
中
間
に
設

け
ら
れ
た
中
継
拠
点
で
反
対

方
向
か
ら
合
流
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
と
の
間
で
︑
荷
物
ま
た

は
車
両
の
交
換
を
行
い
︑
自

身
の
出
発
し
た
地
点
へ
の
折

り
返
し
運
転
を
行
う
︒
１
運

行
あ
た
り
の
走
行
距
離
が
半

分
程
度
と
な
る
こ
と
か
ら
︑

行
程
の
短
縮
や
日
帰
り
で
の

運
行
︑
車
中
泊
の
回
避
が
可

能
と
な
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
が
改
善
さ
れ
︑
新

の
取
組
が
進
め
ら
れ
︑
国
土

交
通
省
に
お
い
て
も
中
継
輸

送
の
実
施
の
手
引
き
や
取
組

事
例
集
︑
実
現
に
向
け
た
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
公
開
し
︑
成
功
事

例
の
横
展
開
を
図
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
及
び
遠
州
ト
ラ
ッ
ク
㈱
の

共
同
で
︑
静
岡
県
浜
松
市
に

規
ド
ラ
イ
バ
ー
を
呼
び
込
む

こ
と
が
期
待
で
き
る
︵
図
４

:
中
継
輸
送
イ
メ
ー
ジ
図
︶︒

　

中
継
輸
送
に
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
に

乗
り
換
え
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

交
替
方
式
﹂︑
ト
レ
ー
ラ
ー

を
交
換
す
る
﹁
ト
レ
ー
ラ
ー

・
ト
ラ
ク
タ
ー
方
式
﹂︑
拠

点
に
て
荷
物
を
積
み
替
え
る

﹁
荷
物
積
み
替
え
方
式
﹂
の

ほ
か
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン

テ
ナ
の
活
用
等
の
様
々
な
方

式
が
あ
る
︒
中
継
輸
送
は
物

流
の
課
題
解
決
の
方
策
と
し

て
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
︑

２
０
２
１
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
﹁
総
合
物
流
施
策

大
綱
（
２
０
２
１
年
度
~
２

０
２
５
年
度
）﹂に
お
い
て
も
︑

中
継
輸
送
の
推
進
が
掲
げ
ら

れ
︑
普
及
促
進
に
向
け
て
各

地
で
実
証
実
験
等
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

お
い
て
﹁
コ
ネ
ク
ト
エ
リ
ア

浜
松
﹂
が
整
備
さ
れ
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
交
替
や
ト
レ
ー
ラ
ー

・
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
の
交
換
等

に
よ
る
中
継
輸
送
の
拠
点
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
︒﹁
コ

ネ
ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂
は
︑

物
流
の
幹
線
で
あ
る
東
京
・

大
阪
間
の
概
ね
中
間
地
点
に

立
地
す
る
と
と
も
に
︑
新
東

名
高
速
道
路
浜
松
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
下
り
線
側
）
に
隣

接
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
︒

一
度
高
速
道
路
を
下
り
る
必

要
が
あ
る
も
の
の
︑
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
が
併
設
さ
れ
て
い
る

た
め
︑
下
り
線
及
び
上
り
線

か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
予
約
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
た

め
︑
確
実
な
中
継
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
︒

　

こ
の
よ
う
な
民
間
事
業
者

で
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
︑

中
継
輸
送
の
拠
点
と
し
て
の

有
効
性
の
確
認
の
た
め
︑
こ

れ
ま
で
に
２
箇
所
で
の
実
証

実
験
を
実
施
し
た
︒
１
箇
所

目
が
北
海
道
名
寄
市
の
道
の

駅﹁
も
ち
米
の
里
☆
な
よ
ろ
﹂

を
利
用
し
た
実
験
︑
２
箇
所

　

北
海
道
名
寄
市
で
は
︑
幹

線
道
路
沿
い
に
立
地
し
︑
広

い
駐
車
場
や
休
憩
施
設
を
有

す
る
道
の
駅
﹁
も
ち
米
の
里

☆
な
よ
ろ
﹂
を
中
継
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
実
験
が
行
わ

れ
た
︵
図
５
︶︒
道
北
地
域

か
ら
札
幌
ま
で
を
１
台
の
ト

目
が
広
島
県
廿
日
市
市
の
山

陽
自
動
車
道
・
宮
島
Ｓ
Ａ
を

利
用
し
た
実
験
で
あ
る
︒

ラ
ッ
ク
で
輸
送
す
る
場
合
︑

片
道
約
３
０
０
㌔
㍍
の
道
の

り
を
１
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

運
転
す
る
こ
と
に
な
る
︒
道

北
地
域
に
は
︑
ホ
タ
テ
・
イ

ク
ラ
等
の
海
産
物
や
牛
乳
・

チ
ー
ズ
等
の
北
海
道
な
ら
で

は
の
特
産
品
を
産
出
す
る
豊

か
な
生
産
空
間
が
広
が
っ
て

い
る
︒
一
方
で
︑
立
地
上
︑

産
品
の
輸
送
に
は
長
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
︑
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
た
場
合
︑
輸

送
能
力
の
確
保
に
問
題
が
生

じ
る
可
能
性
も
見
込
ま
れ

る
︒
今
回
の
実
験
は
︑
輸
送

経
路
上
に
あ
り
ア
ク
セ
ス
の

容
易
な
中
間
地
点
と
な
る
道

の
駅
を
活
用
し
︑
折
り
返
し

の
運
行
を
行
う
こ
と
で
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘

束
時
間
の
短
縮
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
た
︒
実
験
で
は
︑

令
和
３
年
11
月
９
日
~
12
日

寄
稿
・
国
土
交
通
省
道
路
局

図１　全産業とトラックドライバーの労働時間の比較

全職業平均より約 2割（300時間～ 400時間）長い

全産業平均より若年層と高齢層の割合が低い
中年層の割合が高い

図２　全産業と道路貨物運送業の年齢構成の比較

図３　トラック運転者の労働時間の制約について（令和６年４月～）【概要】

図４　中継輸送イメージ

ドライバーの拘束時間短縮を目的として、１つの輸送行程を複
数のドライバーで分担し貨物を輸送する輸送形態。

拘束時間

休息時間

運転時間

・１日原則 13時間以内。最大15時間以内。長距離運行は週２回まで 16時間（14時間超は週２回以内）
・１か月284時間以内。年 3,400 時間を超えない範囲内で、310時間まで延長可

・継続 11時間以上を基本、９時間を下限
・長距離運行は継続８時間以上（週２回）

・運転時間は２日平均で１日９時間
・連続運転時間は、４時間を超えない。やむを得ず４時間を超える場合は、30分まで延長可

11  

は
じ
め
に

は
じ
め
に

22  

中
継
輸
送
の
拠
点
利
用
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

中
継
輸
送
の
拠
点
利
用
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

⑴　

中
継
輸
送
拠
点
の
現
状
に
つ
い
て

⑵ 

北
海
道
名
寄
市
で
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

中継輸送の普及・実用化に向けた国土交通省の取組中継輸送の普及・実用化に向けた国土交通省の取組
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2023年の夏ごろに登場したというスポーツ……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜視覚・ブレーキ編〜
 【解 答】2面に問題
❶ ×（教則第4章第5節 安全運転に必要
な知識など1-1）高速になると視力が低下
し、特に近くのものが見えにくくなるので、
注意する。
❷ ○（教則第4章第5節 安全運転に必要
な知識など1-2）疲労の影響は目に最も強
く現われ、疲労の度が高まるにつれて、見
落としや見間違いが多くなる。
❸ ○（教則第4章第5節 安全運転に必要
な知識など1-3）明るさが急に変わると、
視力は、一時急激に低下する。トンネル
に入る前やトンネルから出るときは速度

を落とす。また、夜間は対向車のライトを
直視しないようにする。
❹ ×（教則第6章第2節 坂道・カーブ1-4）
長い下り坂で、フットブレーキをひんぱん
に使い過ぎると、急にブレーキが効かなく
なることがあるので、低速のギアを用い、
エンジンブレーキを活用する。
❺ ×（教則第4章第5節 安全運転に必要
な知識など2-2）安全にカーブを回るため
には、カーブに入る前の直線部分で早目に
ブレーキをかけ、十分速度を落としておく
必要がある。

※
解
答
は
、
３
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
し
い
か
と
の
質
問
に
対
し

て
は
︑約
７
割
が﹁
望
ま
し
い
﹂

と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
︒

　

北
海
道
に
お
い
て
は
︑
令

和
３
年
度
の
実
験
結
果
を
踏

ま
え
︑
令
和
４
年
12
月
に
約

１
か
月
の
長
期
の
実
証
実
験

が
行
わ
れ
た
︒
今
回
の
実
験

で
は
︑
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
︑

よ
り
実
用
化
に
近
い
検
証
項

目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
︒

の
４
日
間
︑
道
の
駅
の
駐
車

場
の
一
部
を
占
用
し
て
２
台

の
ト
レ
ー
ラ
ー
の
ヘ
ッ
ド
を
交

換
す
る
﹁
ト
レ
ー
ラ
ー
・
ト

ラ
ク
タ
ー
方
式
﹂
の
輸
送
が

行
わ
れ
た
︒
輸
送
品
目
は
︑

道
北
地
域
か
ら
は
枝
幸
町
・

稚
内
市
の
海
産
物
を
輸
送

し
︑
札
幌
市
か
ら
は
飼
料
や

宅
配
便
等
を
道
北
地
域
に
輸

送
し
た
︒

　

拘
束
時
間
に
つ
い
て
は
︑

中
継
輸
送
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
で
は
１
日
の
拘
束
時
間

は
約
13
・
５
時
間
と
な
っ
て

お
り
︑
１
日
の
拘
束
時
間
の

上
限
（
原
則
）
で
あ
る
13
時

間
を
超
過
し
︑
運
転
時
間
も

約
10
・
５
時
間
と
２
日
平
均

の
上
限
の
９
時
間
を
超
過
す

る
︒
一
方
で
中
継
輸
送
を
実

施
し
た
場
合
に
は
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
は
13
時
間
以
内
︑
運
転
時

間
も
９
時
間
以
内
と
な
り
︑

改
正
後
の
改
善
基
準
告
示
の

範
囲
内
に
収
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
︒

　

実
験
の
参
加
事
業
者
か
ら

は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
や
人
材
不
足
の
解
消
の

た
め
︑
中
継
輸
送
は
必
要
不

可
欠
﹂
と
い
っ
た
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
は
︑
道
の
駅
が

中
継
輸
送
の
拠
点
と
し
て
望

　

広
島
県
廿
日
市
市
で
は
︑

関
西
地
方
と
九
州
地
方
の
中

間
に
あ
た
る
︑
山
陽
自
動
車

道
の
宮
島
Ｓ
Ａ
を
活
用
し
た

実
験
が
行
わ
れ
た
︵
図
６
︶︒

宮
島
Ｓ
Ａ
は
上
り
・
下
り
が

分
離
し
た
構
造
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
交
替
す
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

交
替
方
式
﹂
が
採
用
さ
れ
︑

実
験
期
間
中
の
み
業
務
用
の

連
絡
口
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
が

上
下
線
間
の
移
動
を
行
う
こ

と
で
中
継
を
実
施
し
た
︒
広

島
の
実
証
実
験
で
は
公
募
に

て
参
加
者
を
募
り
︑
３
事
業

者
が
参
加
し
た
︒
雑
貨
等
各

種
の
品
目
を
輸
送
し
て
実
験

が
行
わ
れ
た
︒

　

拘
束
時
間
に
つ
い
て
は
︑

中
継
輸
送
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
︑
片
道
約
５
０
０
㌔
㍍

を
超
え
て
関
西
・
九
州
間
の

往
復
で
約
15
時
間
が
必
要
と

な
り
︑
従
来
の
運
行
形
態
で

は
日
帰
り
の
運
行
が
困
難
で

あ
っ
た
︒
一
方
で
︑
宮
島
Ｓ

Ａ
で
中
継
輸
送
を
行
っ
た
場

合
に
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
往
復
で

７
~
９
時
間
の
拘
束
時
間
と

な
っ
た
こ
と
で
︑
改
正
後
の

改
善
基
準
告
示
の
遵
守
に
加

え
︑
日
帰
り
で
の
運
行
が
可

能
と
な
っ
た
︒

　

実
験
に
参
加
し
た
ド
ラ
イ

﹁
地
元
の
慣
れ
た
道
路
を
通

る
こ
と
か
ら
安
全
性
が
向
上

す
る
﹂
と
い
っ
た
安
全
面
で

の
有
効
性
に
関
す
る
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
︒

て
い
る
︒
現
在
︑
広
く
開
放

さ
れ
た
中
継
拠
点
で
運
用
さ

れ
て
い
る
も
の
は
︑
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
及
び
遠
州
ト
ラ

ッ
ク
㈱
が
運
営
す
る
﹁
コ
ネ

ク
ト
エ
リ
ア
浜
松
﹂
の
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
物
流
の
主

　

中
継
輸
送
の
取
組
は
︑
各

地
に
支
社
や
拠
点
を
持
つ
大

手
の
物
流
事
業
者
を
中
心

に
︑
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
我
が

国
で
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
事
業

者
の
99
％
は
中
小
企
業
が
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
中
継

輸
送
の
実
施
の
た
め
の
自
社

で
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は

課
題
が
多
く
︑
こ
れ
ら
事
業

者
も
含
め
た
中
継
輸
送
の
普

及
に
は
拠
点
確
保
の
必
要
性

要
幹
線
沿
い
の
施
設
の
充
実

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑
施
設
の
性
能
に
つ

い
て
も
︑
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ

ン
テ
ナ
の
交
換
や
ト
レ
ー
ラ

ー
交
換
を
行
う
こ
と
か
ら
︑

平
坦
か
つ
相
応
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
︑

運
送
事
業
者
の
既
存
の
拠
点

で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
も

想
定
さ
れ
る
︒
令
和
３
年
度

に
北
海
道
で
実
施
し
た
﹁
ト

レ
ー
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
方

式
﹂
で
は
︑
通
路
を
除
い
た

場
合
で
約
５
１
５
㎡
（
約
14

㍍
×
約
37
㍍
）
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

が
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

中
継
輸
送
の
実
用
化
に
あ

た
っ
て
は
解
決
す
べ
き
課
題

が
あ
る
一
方
︑
実
証
実
験
を

通
じ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
の
改
善
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
と
い
っ

た
環
境
負
荷
の
軽
減
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
︒﹁
物
流
業
界

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
対

応
し
︑
国
民
生
活
と
将
来
の

判
明
し
た
︒
ま
た
︑
道
の
駅

等
の
公
的
な
場
所
を
活
用
す

る
場
合
に
つ
い
て
も
︑
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
︑﹁
一
般
車

と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
の

独
立
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
﹂

等
の
意
見
が
実
験
に
参
加
し

た
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
︒

　

ま
た
︑
事
業
者
・
ド
ラ
イ

バ
ー
の
双
方
か
ら
は
︑﹁
混

雑
時
に
中
継
に
要
す
る
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
で
き
る
か
が
不

安
﹂︑﹁
確
実
な
運
用
を
行
う

た
め
に
は
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
等
が
必
要
﹂
等
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
︒

我
が
国
の
発
展
を
支
え
る
た

め
に
不
可
欠
な
物
流
︑
我
が

国
産
業
の
成
長
を
リ
ー
ド
す

る
物
流
を
作
り
上
げ
て
い
く

た
め
︑
国
土
交
通
省
で
は
︑

中
継
輸
送
の
よ
り
一
層
の
普

及
を
図
る
た
め
︑
実
験
の
結

果
を
踏
ま
え
︑
拠
点
の
整
備

推
進
等
︑
中
継
輸
送
の
実
用

化
・
普
及
促
進
に
向
け
て
必

要
な
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
︒

バ
ー
か
ら
は
︑﹁
拘
束
時
間

が
減
少
さ
れ
る
﹂︑﹁
日
帰
り

可
能
の
た
め
︑
車
中
泊
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
﹂
等
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
折

り
返
し
の
運
行
と
な
る
た
め
︑

　

北
海
道
名
寄
市
及
び
広
島

県
廿
日
市
市
で
の
実
験
か
ら

は
︑
事
業
者
及
び
ド
ラ
イ
バ

ー
の
両
方
か
ら
労
働
環
境
改

善
の
観
点
か
ら
中
継
輸
送
に

関
す
る
前
向
き
な
回
答
が
得

ら
れ
る
と
と
も
に
︑
日
帰
り

運
行
が
可
能
と
な
り
︑ま
た
︑

拘
束
時
間
等
に
つ
い
て
も
改

正
後
の
改
善
基
準
告
示
が
遵

守
可
能
と
な
る
な
ど
︑
そ
の

有
効
性
が
確
認
で
き
た
︒

　

一
方
で
︑
そ
の
普
及
に
当

た
っ
て
︑
各
種
の
課
題
が
あ

る
こ
と
も
判
明
し
た
︒
そ
の

１
つ
が
︑
中
継
拠
点
確
保
の

問
題
で
あ
る
︒
各
地
に
支
社

や
配
送
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
大

手
の
物
流
事
業
者
で
は
自
社

の
拠
点
を
活
用
し
た
中
継
が

可
能
で
あ
る
一
方
︑
中
小
事

業
者
は
そ
の
よ
う
な
拠
点
を

持
た
な
い
こ
と
か
ら
︑
中
継

場
所
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

【トレーラー・トラクター方式】

令和

令和

図５　道の駅もち米の里☆なよろ（北海道）

図６　山陽自動車道宮島SA（広島県）

⑷ 

実
証
実
験
の
結
果

⑶ 

広
島
県
廿
日
市
市
で
の
実
証
実
験
に
つ
い
て

33  

お
わ
り
に

お
わ
り
に
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運送業の今を少しだけ便利にする「配達くん」

信頼されて38年信頼されて38年
充実の

アフターサポート
充実の

アフターサポート
システムは安心の
自社開発！

システムは安心の
自社開発！

https://daisosystem.co.jp/

新バージョンリリース新バージョンリリース

サンスターグループ 
コーポレートマネージメント
室長 荒木 協和 氏
鈴与カーゴネット株式会社
相談役 川口 博 氏

キリングループ 
ロジスティクス株式会社
常務執行役員  
物流管理部長
小林 信弥 氏

国立研究開発法人 
新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）
ロボット・AI部 主査
鶴田 壮広 氏

カゴメ株式会社
SCM本部 物流企画部  
部長
坂本 卓哉 氏

12日（水） 11:00-12:00

12日（水） 15:30-16:30

13日（木） 14:00-15:00

14日（金） 12:30-13:30

拓殖大学
商学部 教授
松田 琢磨 氏

オルビス株式会社
SCM部  
ロジスティクス管理グループ 
グループマネジャー
柳田 和宏 氏

トラスコ中山株式会社
取締役 物流本部 本部長
直吉 秀樹 氏

日清食品株式会社
取締役 Well-being推進部長 
兼 サプライチェーン企画部 
管掌
深井 雅裕 氏

12日（水） 12:30-13:30

13日（木） 12:30-13:30

13日（木） 15:30-16:30

14日（金） 14:00-15:00

会　期 2023年4月12日（水）～14日（金）
10：00～17：00（最終日14日のみ16：00まで）

会　場 インテックス大阪 4号館、6号館A・B
主　催 関西物流展 実行委員会
後　援 近畿経済産業局、近畿運輸局、大阪府、大阪市 など

特別セミナーの詳細や聴講予約は公式HPへ!!

第4回 関西物流展
KANSAI LOGIX 2023

KANSAI
LOGIX

●物流現場の改善や生産性向上につながる製品・サービスが全国より集結！
●製品や実機、デモを見ながら比較検討が可能！
●特別セミナー22講演、出展社セミナー66講演、会期3日間で計88講演実施！
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▼
と
あ
る

金
曜
日
の

夕
刻
︑
久

し
ぶ
り
に

東
京
の
上

野
駅
に
集
合
し
た
高
校
時
代
の
友
人
５

人
︒
こ
の
う
ち
３
人
は
︑
既
に
職
を
辞

し
︑
悠
々
自
適
の
自
由
人
で
す
︒
公
務

員
︑
百
貨
店
︑
銀
行
員
︑
製
造
業
と
バ

ラ
バ
ラ
の
職
業
に
就
き
﹁
同
業
者
﹂
と

な
ら
な
か
っ
た
の
も
幸
い
し
︑
今
も
縁

が
続
い
て
い
ま
す
︒
▼
自
由
人
の
う
ち

２
人
は
︑
地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
︑
芝
刈
り
や
障
子
の
張

り
替
え
な
ど
︑
時
折
仕
事
の
依
頼
が
あ

れ
ば
出
向
く
そ
う
で
す
︒
前
職
と
全
く

異
な
る
仕
事
で
す
が
︑﹁
作
業
の
合
間
に

お
茶
と
お
菓
子
を
馳
走
に
な
り
︑
世
間

話
を
交
わ
し
て
い
る
と
︑
ち
ょ
っ
と
し

た
職
人
気
分
が
味
わ
え
る
よ
﹂
と
笑
み

を
浮
か
べ
︑
満
更
で
も
な
い
様
子
で
す
︒

▼
私
と
同
じ
く
ま
だ
勤
め
て
い
る
友
人

は
本
好
き
で
︑
週
３
回
︑
午
前
中
だ
け

働
い
て
︑
午
後
は
図
書
館
通
い
と
︑
誰

か
ら
も
束
縛
さ
れ
な
い
自
分
だ
け
の
時

間
を
得
て
︑﹁
こ
れ
以
上
の
贅
沢
は
な
い

ね
﹂
と
ご
満
悦
で
す
︒
▼
残
る
１
人
は
︑

他
の
４
人
に
対
し
て
羨
望
の
眼
差
し

で
︑﹁
羨
ま
し
い
限
り
︒
俺
は
自
由
な
時

間
が
持
て
な
い
﹂
と
親
の
介
護
に
明
け

暮
れ
る
日
々
を
憂
い
て
い
ま
し
た
︒
楽

し
く
談
笑
し
て
い
た
一
同
も
︑
そ
の
瞬

間
だ
け
口
を
閉
ざ
し
︑
貝
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒
年
老
い
た
両
親
の
面
倒
を

看
る
の
は
想
像
以
上
に
容
易
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
︒
い
つ
に
な
く
酒
量
が
増

え
気
味
で
︑
殊
更
に
多
弁
で
す
︒
▼
そ

ん
な
中
︑
そ
の
彼
が
﹁
知
っ
て
い
る
か
︒

鷲
尾
先
生
︑
故
郷
の
兵
庫
に
居
を
移
し

た
そ
う
だ
ぞ
﹂
と
恩
師
の
近
況
を
口
に

し
ま
し
た
︒
面
倒
見
の
い
い
先
生
で
︑﹁
教

師
は
天
職
﹂
と
言
っ
て
憚
ら
な
い
人
で

し
た
︒
す
る
と
︑
お
城
巡
り
が
好
き
な

１
人
が
︑﹁
先
生
に
会
う
こ
と
を
口
実
に

姫
路
へ
行
き
︑
城
を
見
て
か
ら
ぼ
た
ん

鍋
で
も
食
べ
る
か
﹂
と
提
案
し
ま
し
た
︒

酒
席
で
の
話
は
と
か
く
実
行
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
顕
著
で
す
が
︑
今
回
は
﹁
い

い
ね
︒
行
こ
う
︑
行
こ
う
﹂
と
全
員
が

乗
り
気
で
す
︒
▼
２
時
間
半
ほ
ど
で
会

は
お
開
き
と
な
り
︑
家
路
に
着
き
ま
し

た
︒
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
会
い
︑
他

愛
も
な
い
会
話
を
交
わ
し
︑
結
論
の
な

い
話
題
に
興
じ
る
こ
と
は
︑
実
は
物
凄

く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

後
日
︑
幹
事
役
か
ら
姫
路
城
と
丹
波
篠

山
へ
行
く
旅
程
が
各
人
に
示
さ
れ
︑
酒

席
の
約
束
は
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
︒
▼
派
手
な
印
象
は
な
く
と
も
︑﹁
地

味
な
印
象
な
が
ら
記
憶
に
残
る
人
﹂
が

い
ま
す
︒
精
神
科
医
で
医
学
博
士
の
斎

藤
茂
太
著
﹃﹁
な
ぜ
か
人
の
心
に
残
る

人
﹂
の
共
通
点
﹄
で
は
︑﹁
会
う
と
心
が

温
か
く
な
る
人
﹂︑﹁
気
持
ち
を
和
ら
げ

で
く
れ
る
人
﹂
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
︒
著
者
は
︑﹁
人
生

で
﹃
心
の
財
産
﹄
と
な
る
人
と
の
出
会

い
は
︑
よ
り
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
﹂
と
語
り
か
け
ま
す
︒
▼
顧
み
る
と
︑

私
の
人
生
に
も
﹁
心
の
財
産
と
な
る
人
﹂

は
確
か
に
存
在
し
ま
し
た
︒
人
生
の
岐

路
に
立
っ
た
時
に
︑
そ
の
人
は
現
れ
て
︑

的
確
な
助
言
を
さ
り
げ
な
く
与
え
て
く

れ
ま
し
た
︒
そ
う
し
た
人
と
の
出
会
い

で
︑﹁
人
生
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
﹂
と

痛
感
し
ま
し
た
︒
▼
さ
て
︑
丹
波
篠
山

の
名
物
﹁
ぼ
た
ん
鍋
﹂
の
味
は
如
何
で

し
ょ
う
か
︒
鷲
尾
先
生
は
今
も
矍
鑠
と

し
て
お
元
気
で
し
ょ
う
か
︒
恩
師
と
の

再
会
を
心
待
ち
に
旅
を
企
画
し
︑
そ
し

て
︑
職
を
辞
し
て
な
お
幾
多
の
扉
を
果

敢
に
こ
じ
開
け
よ
う
と
奮
闘
す
る
友
人

４
人
に
敬
意
を
表
し
︑
さ
さ
や
か
で
す

が
﹁
乾
杯
！
﹂
と
杯
を
捧
げ
た
い
と
思

い
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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講演（要旨）

貴
史
全
ト
協
役
員
待
遇
経
営

改
善
事
業
部
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
︑﹁
２
０
２
４
年
４
月

ま
で
残
り
１
年
少
々
と
な
る

中
で
︑﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄

に
関
す
る
報
道
が
多
く
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒

ま
た
︑
公
正
取
引
委
員
会
が

価
格
転
嫁
に
応
じ
な
い
企
業

名
を
公
表
す
る
な
ど
︑
関
係

省
庁
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
よ
う
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
︒
ぜ
ひ
︑
こ

の
か
か
る
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
輸

送
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
︑
今
後
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
よ
り
一
層
加
速
す
る
可
能

性
が
あ
る
︒

　

多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
お
い
て
人
材
確
保
へ

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
も
の
の
︑
思
う
よ
う
に

人
材
が
確
保
で
き
て
い
な
い

運
送
事
業
者
も
少
な
く
な

い
︒
運
送
事
業
者
は
︑
ま
ず

﹁
人
が
い
な
い
の
で
は
な
く
︑

運
送
業
界
に
人
が
来
な
い
﹂

と
い
う
実
態
を
直
視
し
た
上

で
︑
人
材
確
保
の
実
現
に
向

け
て
多
様
な
働
き
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

　

内
閣
府
に
よ
る
と
︑
わ
が

国
に
は
不
本
意
非
正
規
雇
用

労
働
者
が
２
１
４
万
人
（
２

０
２
１
年
）
い
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
︒
不
本
意
非
正
規

雇
用
労
働
者
は
︑
仕
事
に
対

し
て
﹁
安
心
・
安
定
﹂
を
求

め
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
人

材
募
集
の
際
に
は
︑
こ
う
い

っ
た
人
た
ち
に
刺
さ
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
押
し
出
す
必

要
が
あ
る
︒

　

募
集
活
動
に
際
し
て
は
︑

い
か
に
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
若
者
を
誘
導
す
る
か
が

大
事
で
あ
る
︒
ま
た
︑
応
募

し
て
く
る
若
者
が
︑﹁
自
分

の
オ
フ
の
過
ご
し
方
が
イ
メ

　

こ
の
研
修
会
は
︑
物
流
経

営
士
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
︑
物
流
経
営
士
同
士

の
受
講
期
を
超
え
た
交
流
を

　

わ
が
国
で
は
現
在
︑
１
年

間
に
人
口
が
61
万
８
０
０
０

人
減
少
し
て
い
る
︒
人
口
減

に
伴
っ
て
国
内
市
場
が
縮
小

す
る
と
︑
消
費
財
の
生
産
が

低
迷
す
る
た
め
︑
消
費
関
連

貨
物
の
輸
送
が
減
少
し
て
く

る
︒
そ
れ
に
伴
っ
て
メ
ー
カ

ー
の
設
備
投
資
も
減
少
す
る

た
め
︑
建
設
関
連
貨
物
や
生

産
関
連
貨
物
も
減
少
す
る
︒

こ
の
状
態
が
続
く
と
︑
わ
が

国
の
経
済
は
非
常
に
深
刻
な

状
況
に
な
り
か
ね
な
い
︒

　

国
内
貨
物
総
輸
送
量
は
︑

次
に
挙
げ
る
３
つ
の
要
因
に

よ
り
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
①
国
内
市
場
縮
小

に
伴
う
消
費
関
連
貨
物
の
輸

送
量
減
少
で
あ
る
︒
次
に
︑

②
物
流
共
同
化
な
ど
効
率
化

効
果
に
よ
る
輸
送
量
減
少
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
さ

ら
に
︑
③
国
内
市
場
が
縮
小

す
る
中
で
︑
製
造
業
や
流
通

業
な
ど
で
は
売
上
規
模
の
維

持
・
拡
大
に
向
け
た
様
々
な

取
り
組
み
が
現
在
進
め
ら

れ
︑
そ
の
影
響
に
よ
る
輸
送

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
︒
愛
知
県

ト
協
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
で
物
流
経
営
士

　

と
こ
ろ
で
︑﹁
物
流
危
機
﹂

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
︑
多

く
の
方
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
モ
ノ
が
運
べ
な
く
な

る
﹂
こ
と
を
﹁
物
流
危
機
﹂

と
捉
え
て
い
る
︒
そ
う
で
は

な
く
︑
国
内
市
場
が
縮
小
し

て
い
る
中
で
︑
従
来
と
同
じ

運
び
方
で
は
コ
ス
ト
的
に
成

り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
に
︑
輸
送
が
行
き
詰
ま

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒
こ
れ

が
﹁
物
流
危
機
﹂
の
本
質
で

量
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　

例
え
ば
︑
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
は
︑
普
通
の
商
品
か

ら
価
格
の
高
い
高
級
テ
ィ
ッ
シ

ュ
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
︒

メ
ー
カ
ー
は
高
級
テ
ィ
ッ
シ
ュ

へ
の
移
行
に
よ
り
︑
売
上
個

数
が
減
少
し
て
も
売
上
高
が

維
持
で
き
る
が
︑
運
送
会
社

　

国
内
市
場
の
縮
小
に
伴

い
︑
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
転
換

が
進
み
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク

の
輸
送
量
は
当
面
拡
大
す
る

の
資
格
認
定
を
受
け
た
︑
第

４
期
か
ら
第
29
期
ま
で
の
修

了
生
54
人
が
参
加
し
た
︒

　

研
修
会
で
は
︑
ま
ず
金
子

は
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
売

上
個
数
減
に
よ
っ
て
輸
送
量

は
減
少
し
て
し
ま
う
︒

　

ま
た
麦
茶
で
も
︑
濃
縮
麦

茶
の
登
場
に
よ
り
︑
荷
主
企

業
で
は
２
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
比
べ
て
コ
ス
ト
が
軽
減
さ

れ
る
一
方
で
︑
運
送
会
社
で

は
２
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

小
型
缶
に
代
わ
る
こ
と
で
︑

輸
送
量
減
に
繋
が
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
︒

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
︒
一
方

で
︑
リ
ア
ル
店
舗
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
電
子

商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
へ
の
シ
フ

ト
が
進
む
と
と
も
に
︑
人
手

あ
る
︒

　
﹁
物
流
危
機
﹂
を
回
避
す

る
た
め
に
︑﹁
同
業
種
間
・

異
業
種
間
で
の
物
流
共
同

化
﹂
や
﹁
パ
レ
ッ
ト
そ
の
他

の
規
格
統
一
化
﹂
な
ど
︑
様

々
な
改
善
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
︒
こ
れ
ま
で
物
流
は
荷

主
間
競
争
・
差
別
化
の
武
器

と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
︑

物
流
の
共
同
化
・
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
化
が
進
む
に
つ
れ
て
︑

物
流
は
荷
主
企
業
の
﹁
事
業

基
盤
﹂
か
ら
社
会
的
な
﹁
産

業
基
盤
﹂
へ
と
大
き
く
位
置

づ
け
が
変
わ
っ
て
く
る
︒

の
流
れ
を
追
い
風
と
し
て
︑

物
流
経
営
士
講
座
で
培
っ
て

き
た
知
識
な
ど
を
活
か
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
︑
荷
主
企

業
等
に
対
し
て
交
渉
を
行

い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
上
げ

や
︑
労
働
環
境
改
善
な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹃
働
き
方
改

革
﹄
を
実
現
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
﹂

と
参
加
者
に
語
っ
た
︒

　

続
い
て
︑
物
流
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
森
田
富
士
夫
氏
に

ー
ジ
で
き
る
﹂
よ
う
な
募
集

内
容
に
す
る
必
要
が
あ
る
︒

﹁
こ
の
会
社
な
ら
ば
︑
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

働
き
方
が
で
き
る
﹂
と
い
う

こ
と
が
求
職
者
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
で
︑
応
募
増
が
期
待

で
き
る
だ
ろ
う
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
人
材
確
保
の

本
質
的
な
問
題
は
﹁
労
働
条

件
の
改
善
﹂
に
あ
り
︑
賃
金

ア
ッ
プ
や
労
働
時
間
削
減
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
︑
人
材
確
保
の
大
前

提
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
︒

　

社
員
確
保
に
向
け
て
は
︑

労
働
時
間
の
適
切
な
管
理
と

労
働
時
間
の
短
縮
が
求
め
ら

れ
て
く
る
︒

　

労
働
時
間
管
理
と
労
働
時

間
短
縮
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑
次

の
通
り
で
あ
る
︒

①�

日
々
の
労
働
時
間
管
理
を

徹
底
し
て
、
適
時
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
く

②�

マ
ル
チ
︵
多
能
工
︶
ド
ラ
イ

バ
ー
の
育
成
を
進
め
、
労

働
時
間
を
超
過
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
の
調
整
役
と
な
っ
て

も
ら
う

③�

副
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用

を
進
め
、
従
業
員
が
週
休

２
日
を
取
得
で
き
る
よ
う

に
す
る

④�

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
さ

ら
な
る
活
用
な
ど
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
自
ら
時
間
短
縮

に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く

り
を
す
る

　

言
う
ま
で
も
な
く
︑
持
続

可
能
な
健
全
経
営
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
︑

﹁
原
資
の
確
保
﹂
で
あ
る
︒

各
関
係
省
庁
に
よ
る
適
正
取

引
推
進
に
向
け
た
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
の
整
備
な
ど
︑
い

ま
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
は

か
つ
て
な
い
追
い
風
が
吹
い
て

い
る
︒

　

適
正
運
賃
・
料
金
の
収
受

に
向
け
て
は
︑﹁
全
産
業
並

み
の
労
働
時
間
で
︑
全
産
業

並
み
の
賃
金
を
支
払
い
︑
か

つ
健
全
に
経
営
が
維
持
で
き

る
よ
う
な
運
賃
﹂
で
あ
る
と

い
う
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の

原
点
に
立
ち
返
り
︑
大
変
で

は
あ
っ
て
も
強
い
決
意
を
も
っ

て
運
賃
・
料
金
交
渉
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
だ
け
で

は
な
く
︑
附
帯
作
業
の
有
償

化
な
ど
﹁
標
準
貨
物
自
動
車

運
送
約
款
﹂
と
連
動
し
た
交

渉
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
︒

　

ま
た
︑
生
産
性
向
上
へ
の

努
力
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
︒
業
務
を
遂
行
す
る
上

で
︑
最
も
困
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
改
善
に
着
手
し
︑
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
て
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
︒

よ
る
講
演
﹁
取
材
か
ら
見
え

て
く
る
今
後
の
物
流
と
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課

題
﹂が
行
わ
れ︵
詳
細
別
掲
︶︑

そ
の
後
︑
物
流
経
営
士
に
よ

る
事
例
発
表
と
し
て
︑
㈱
マ

イ
シ
ン
代
表
取
締
役
社
長
の

辻
直
樹
氏
（
第
17
期
）
が
物

流
経
営
士
と
し
て
の

自
社
の
取
り
組
み
事

例
を
発
表
︒
同
社
で

は
︑
運
送
業
の
経
営

資
源
の
中
で
も
特
に

﹁
人
の
育
成
﹂
に
力

を
入
れ
て
お
り
︑
人

が
集
ま
り
︑
多
く
の

社
員
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
︑

﹁
当
社
で
は
︑
社
員

が
安
心
し
て
力
を
発

揮
で
き
る
会
社
に
し
て
い
く

た
め
に
︑
今
後
も
様
々
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
﹂

と
述
べ
た
︒

　

研
修
会
終
了
後
に
は
交
流
会
が

開
か
れ
︑
寺
岡
洋
一
愛
知
県
ト
協

会
長
が
あ
い
さ
つ
︒﹁
本
日
の
研
修

会
に
は
︑
第
４
期
か
ら
第
29
期
ま

で
︑
25
年
の
時
を
超
え
て
物
流
経

営
士
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
て
い

る
︒
私
の
長
男
も
物
流
大
学
校
講

座
を
修
了
し
︑
物
流
経
営
士
と
な

っ
て
い
る
が
︑
今
で
も
同
期
の
方

々
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
︑
交

流
を
深
め
て
い
る
︒
私
か
ら
み
る

と
︑
物
流
経
営
士
の
皆
様
は
縦
軸

と
横
軸
が
か
み
合
っ
て
い
て
︑
実

に
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
素
晴
ら

し
い
会
だ
と
感
じ
ら
れ
る
︒
物
流

経
営
士
の
皆
様
方
に
は
︑
改
め
て

敬
意
を
表
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

交
流
会
で
は
︑
多
く
の
参
加
者

同
士
が
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
︑
物
流
経
営
士
と
し
て
の

絆
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
の
で

き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
︒

国
内
貨
物
輸
送
量
の
減
少
に
繋
が
る

「
３
つ
の
減
少
要
因
」

国
内
市
場
の
縮
小
と
今
後
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

持
続
可
能
な
健
全
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て

54
人
の
物
流
経
営
士
が
研
修
を
受
講

持
続
可
能
な
健
全
経
営
に
は原

資
の
確
保
が
不
可
欠

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

取
材
か
ら
見
え
て
く
る
今
後
の
物
流
と

取
材
か
ら
見
え
て
く
る
今
後
の
物
流
と

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課
題

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課
題

物
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

森
田
富
士
夫
氏

愛知県トラック協会
第31期（令和5年度）第31期（令和5年度）

物流大学校講座物流大学校講座
受講生募集中受講生募集中

　愛知県トラック協会では、現在第 31期
（令和 5 年度）物流大学校講座の受講
生を3月10日まで募集しています。
　同講座では、物流業界の第一線で活躍
している実務経験者・学識経験者・物流
経営士を講師として、法律、財務、経営、
労務、経営戦略、人材育成手法など、経
営者にとって必要とされる知識および技術
を学びます。
　受講対象となるのは、経営者・経営に
携わる方・将来の経営者・幹部候補や、
貨物自動車運送事業について、基本的な
知識を有する方などです。
　詳細については、愛知
県ト協ホームページ（二
次元コード）をご覧くださ
い。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
直

面
す
る
喫
緊
の
課
題
へ
の

対
応
策
に
つ
い
て
、
参
加

者
が
理
解
を
深
め
た

辻　直樹
㈱マイシン代表取締役社長

森田　富士夫氏
寺岡　洋一

愛知県ト協会長

「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
」
や
「
２
０
２
４
年
問
題
」
な
ど

「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
」
や
「
２
０
２
４
年
問
題
」
な
ど

業
界
を
取
り
巻
く
課
題
へ
の
認
識
を
深
め
る

業
界
を
取
り
巻
く
課
題
へ
の
認
識
を
深
め
る

「令和４年度　物流経営士研修会」を３年ぶりに開催「令和４年度　物流経営士研修会」を３年ぶりに開催
全ト協・愛知県ト協

25 年の時を超えて物流経営士が集結25年の時を超えて物流経営士が集結
情報交換を通じて絆を深め合う「交流会」情報交換を通じて絆を深め合う「交流会」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
愛
知
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
２
月
３
日
︑
愛
知

県
名
古
屋
市
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
︑
愛
知
県
ト
協
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
物
流
大
学
校
講

座
修
了
生
を
対
象
と
し
た
﹁
令
和
４

年
度
物
流
経
営
士
研
修
会
﹂
を
開
催

し
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
︑
２
年
２
月

以
来
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今

回
は
︑
物
流
経
営
士
の
資
格
認
定
を

受
け
た
︑
第
４
期
か
ら
第
29
期
ま
で

の
修
了
生
が
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
﹂

や
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
な
ど
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課
題
へ

の
対
応
策
等
に
つ
い
て
︑
理
解
を
深

め
た
︒


